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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,280 102.2%

一　般 ― 103.2%
宅配便（千個） 324,494 108.1%

輸送統計
平成29年8月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
110

（＋4）
79

（−8）
189

（−4）

交通事故死者数（人）
9月30日現在 11月13日現在

2,597
（−161）

3,099
（−189）

全国の死亡
事故件数

2,550
（−123）

平成29年9月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

２・

3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

11/15〜12/14  8971
12/15〜H30.1/14  6211

６ 《冬期における安全運行特集》
・�「『雪道での事故ゼロ』目指して」

ヤマラク運輸㈱（山形県）

7 ・�降雪時・積雪時における事故
防止のポイント

冬には大雪になることの多い山形県山間部に
本社を構えるヤマラク運輸

8 《「タイヤケア・ホントの話」特別編》
・東京モーターショー2017特集・中編
　タイヤメーカー各社の出展概要

4・5
�＜トラック運送における生産性
向上への取り組み＞
国交省「トラック運送における
生産性向上方策に関する手引
き」より事例紹介

 　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11
月
10
日
︑
自
由

民
主
党
自
動
車
議
員
連
盟（
額
賀
福
志
郎
会
長
）

自
動
車
政
策
懇
談
会
（
写
真
）
と
同
党
予
算
・

税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
に
出
席
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
や
高
速
道
路
料
金
に

お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継
続

等
平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
最

重
点
要
望
事
項
を
説
明
し
た
︒
全
ト
協
か
ら
は
︑

自
動
車
議
員
連
盟
に
坂
本
克
己
会
長
︑
小
幡
鋹

伸
副
会
長
︑
桝
野
龍
二
理
事
長
が
︑
ま
た
︑
予

算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
に
は
小
幡

副
会
長
︑
桝
野
理
事
長
が
出
席
し
た
︒

年
度
に
取
り
組
む
施
策
を
中

心
と
し
た
︑
働
き
方
改
革
の

﹁
直
ち
に
取
り
組
む
施
策
﹂

を
公
表
し
た
︒
こ
の
施
策
に

つ
い
て
は
︑﹁
平
成
30
年
度
予

算
概
算
要
求
に
反
映
す
る
と

と
も
に
︑
制
度
や
運
用
の
見

直
し
の
検
討
を
加
速
す
る
﹂

と
さ
れ
︑
省
庁
を
横
断
し
て

新
た
な
施
策
や
取
り
組
み
が

多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒

警
察
庁
で
も
﹁
労
働
生
産
性

の
向
上
﹂
と
﹁
多
様
な
人
材

の
確
保
・
育
成
﹂
に
つ
い
て

施
策
を
提
案
し
た
︒

　

こ
の
な
か
で
も
特
に
︑
労

働
生
産
性
向
上
の
た
め
に

﹁
短
い
時
間
で
効
率
的
に
運

ぶ
﹂
施
策
と
し
て
︑﹁
貨
物

集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車

規
制
の
見
直
し
﹂
を
挙
げ
︑

そ
の
時
期
を
﹁
29
年
度
末
ま

で
に
﹂
と
明
記
し
た
︒

　

現
在
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
で
は
︑
多
様
化
す
る
輸
送

ニ
ー
ズ
の
中
で
︑
機
動
性
の

あ
る
集
荷
・
配
達
な
ど
の
輸

送
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
お
り
︑

と
り
わ
け
国
民
生
活
に
直
結

す
る
物
流
の
起
点
・
終
点
と

な
る
﹁
貨
物
の
集
荷
・
配
達

業
務
﹂
を
行
う
上
で
︑
駐
車

行
為
は
不
可
欠
な
状
態
に
あ

る
︒

　

し
か
し
︑
物
流
業
界
全
体

で
労
働
力
不
足
が
一
層
深
刻

化
し
て
い
る
上
に
︑
都
市
部

で
は
︑
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
そ
の
も
の
が
困
難
な
場
合

が
多
く
︑
ス
ペ
ー
ス
確
保
の

た
め
に
長
時
間
を
費
や
す
な

ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
与
え
る

心
理
的
な
悪
影
響
と
相
ま
っ

て
︑
輸
送
効
率
は
極
端
に
悪

化
し
て
い
る
︒
こ
の
た
め
︑

　

政
府
は
今
年
６
月
29
日
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
長
時

間
労
働
等
を
背
景
と
し
て
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け

て
︑
野
上
浩
太
郎
内
閣
官
房

副
長
官
を
議
長
と
す
る
﹁
自

動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡

会
議
﹂
を
設
置
︒
同
８
月
28

日
に
は
︑
平
成
29
年
度
と
30

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11
月
８
日
︑
警

察
庁
の
桝
田
好
一
交
通
局
長
に
対
し
て
︑
駐

車
規
制
見
直
し
の
早
期
実
現
な
ど
を
求
め
る

﹁
貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制

見
直
し
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界
か
ら
の
要
望
書
﹂

を
提
出
し
た
︒
坂
本
克
己
会
長
お
よ
び
千

原
武
美
副
会
長
（
交
通
対
策
委
員
長
）
な

ら
び
に
桝
野
龍
二
理
事
長
が
同
庁
へ
赴
き
︑

桝
田
局
長
へ
要
望
書
を
手
渡
し
た
︒
今
回

の
要
望
書
提
出
は
︑
政
府
が
進
め
る
ト
ラ

ッ
ク
業
界
に
お
け
る
自
動
車
運
送
事
業
の
働

き
方
改
革
に
関
し
︑﹁
直
ち
に
取
り
組
む
施

策
﹂
と
し
て
︑﹁
貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係

る
駐
車
規
制
の
見
直
し
﹂
が
掲
げ
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
た
も
の
︒
全
ト
協
で
は
︑
直

面
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課

題
の
一
つ
で
あ
る
﹁
駐
車
問
題
﹂
の
改
善
策

と
し
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
て
お
り
︑
今
後
も
駐
車
規
制
見
直

し
の
経
過
を
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
と
と

も
に
︑
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
︒

全
ト
協
で
は
︑
駐
車
規
制
の

見
直
し
に
つ
い
て
︑
か
ね
て

か
ら
要
望
し
て
き
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お
け
る

自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方

改
革
に
関
し
て
﹁
直
ち
に
取

り
組
む
施
策
﹂
に
︑﹁
貨
物

集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車

規
制
の
見
直
し
﹂
が
掲
げ
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
全
ト
協

で
は
︑﹁
直
面
す
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
喫
緊
の
課
題
の

一
つ
で
あ
る
駐
車
問
題
の
改

善
策
と
し
て
︑
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
﹂
と
し
︑
駐

車
規
制
見
直
し
の
早
期
実
現

や
対
象
地
域
選
定
等
の
最
大

限
の
拡
大
を
求
め
る
と
と
も

に
︑
今
後
の
駐
車
規
制
の
見

直
し
に
際
し
て
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
か
ら
の
意
見

の
申
し
出
が
あ
る
時
は
︑
速

や
か
に
対
応
す
る
よ
う
要
請

し
た
︒

　

安
全
・
円
滑
な
交
通
を
確

保
し
つ
つ
集
配
中
の
宅
配
車

両
等
を
駐
車
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
場

所
に
つ
い
て

は
︑
一
定
の

範
囲
で
貨

物
集
配
中
の
車
両
の
駐
車
を

可
能
と
す
る
駐
車
規
制
の
見

直
し
を
行
う
よ
う
︑
都
道
府

県
警
察
に
対
し
て
通
達
を
発

出
す
る
︒

※
﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働

き
方
改
革

に
関
す
る

関
係
省
庁

連
絡
会
議
﹂

の﹁
直
ち
に
取
り
組
む
施
策
﹂

（
警
察
庁
）
よ
り

「
貨
物
集
配
中
の
車
両
に

係
る
駐
車
規
制
の
見
直
し
」

＜要望のポイント＞
１．貨物集配中の車両に係る駐車規

制の見直しを早期に実現された
い。

２．貨物集配中の車両に係る駐車規
制の見直しに際しては、対象地
域の選定等を最大限拡大された
い。

３．貨物集配中の車両に係る駐車規
制の見直しに際しては、トラック
運送事業者から意見の申出の希
望があるときは、これに速やかに
対応されたい。

　

平
成
29
年
﹁
秋
の
叙
勲
・

褒
章
﹂
受
賞
者
が
11
月
３
日

に
発
表
さ
れ
︑
叙
勲
伝
達
式

が
11
月
８
日
に
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
中
綬
章

▽
原
重
則（
は
ら
・
し
げ
の
り
）

元
・
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長
・
日
西
物
流
㈱

会
長
・
75
歳

◎
旭
日
小
綬
章

▽
近
藤
道
哲
（
こ
ん
ど
う
・

ど
う
て
つ
）
元
・
秋
田
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
・
六

郷
小
型
貨
物
自
動
車
運
送

㈱
会
長
・
81
歳

◎
旭
日
双
光
章

▽
伊
澤
進
（
い
ざ
わ
・
す
す

む
）
元
・
神
奈
川
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
・
横
浜

低
温
流
通
㈱
社
長
・
79
歳

▽
田
内
満
喜
夫
（
た
う
ち
・

　

ま
た
︑
褒
章
伝
達
式
は
11

月
14
日
に
国
土
交
通
省
で
行

わ
れ
た
︒
受
章
者
は
次
の
各

氏
（
敬
称
略
︑
年
齢
は
11
月

３
日
現
在
）︒

ま
き
お
）
元
・
石
川
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
・
㈱

田
内
運
輸
会
長
・
74
歳

▽
伊
達
明
彦
（
だ
て
・
あ
け
ひ

こ
）
元
・
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
・
岩
国
通
運

㈱
社
長
・
73
歳

▽
籘
井
和
重
（
ふ
じ
い
・
か
ず

し
げ
）
元
・
兵
庫
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
・
㈱
メ

イ
カ
会
長
・
78
歳

︻
褒
章
︼

◎
藍
綬
褒
章

▽
坂
本
政
彦
（
さ
か
も
と
・

ま
さ
ひ
こ
）
山
梨
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
・
㈱
坂
本
建

運
社
長
・
65
歳

29年秋の叙勲・褒章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
７
氏

叙
勲
伝
達
式
（
11
月
８
日
、
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

旭日中綬章
原 重則氏

旭日小綬章
近藤 道哲氏

旭日双光章
伊澤 進氏

旭日双光章
伊達 明彦氏

旭日双光章
籘井 和重氏

旭日双光章
田内 満喜夫氏

藍綬褒章
坂本 政彦氏

集
配
ト
ラ
ッ
ク
の
駐
車
可
能
場
所
拡
大
を

警
察
庁
へ
坂
本
会
長
、
千
原
副
会
長

駐車規制見直しを要望

自
民
党
自
動
車
議
連
、

予
算
・
税
制
等
政
策
懇
談
会

平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
を
要
望

労
働
生
産
性
向
上
の
た
め
不
可
欠

全ト協

全ト協

要望書を桝田局長（写真・右から3人目）に手渡す千原副会長（同4人目）と坂本会長（同5人
目）。要望書手交には、桝野理事長（左）と、警察庁の長谷川豊審議官（右から2人目）と今
村剛交通規制課長（右）が同席した（11月8日、警察庁交通局長室）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.11.1—11.15

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
訪
ね
た
事
業
者
の
う
ち
の

数
社
で
︑﹁
社
員
満
足
度
を
高
め

る
経
営
を
目
指
す
﹂
と
い
う
話
を

聞
い
た
︒
当
然
の
こ
と
だ
が
︑
具

体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
各

社
で
異
な
る
︒
だ
が
︑
社
員
満
足

を
追
求
す
る
経
営
と
い
う
点
で
は

共
通
し
て
い
た
︒

　

社
員
満
足
度
の
低
い
事
業
者
は

従
業
員
の
離
職
率
が
高
い
︒
そ
し

て
︑
欠
員
が
出
て
募
集
し
て
も
な

か
な
か
応
募
者
が
来
な
い
︑
と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
︒
さ
ら
に

﹁
や
っ
と
応
募
者
が
来
て
面
接
し

た
結
果
︑
良
い
人
な
の
で
採
用
し

て
も
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
﹂
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒
こ
れ
も
会

社
に
主
た
る
原
因
が
あ
る
と
考
え

る
べ
き
だ
︒

　

例
え
ば
︑
ど
の
事
業
者
も
新
人

に
対
し
て
最
初
は
添
乗
指
導
を
す

る
︒
だ
が
︑
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま

う
原
因
の
１
つ
が
︑
こ

の
添
乗
指
導
に
あ
る
こ

と
に
気
付
い
て
い
る
だ

ろ
う
か
︒
添
乗
指
導
中

は
︑
新
人
と
指
導
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
が
２
人
で

過
ご
す
時
間
が
長
い
︒

そ
の
時
︑
指
導
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
が
会
社
へ
の

不
満
や
愚
痴
ば
か
り
言

っ
て
い
た
ら
︑
真
面
目
な
新
人

ほ
ど
﹁
大
変
な
会
社
に
入
っ
て

し
ま
っ
た
︒
別
の
会
社
を
探
し

て
で
き
る
だ
け
早
く
移
っ
た
方

が
利
口
だ
﹂
と
考
え
る
の
は
当

然
だ
︒
こ
れ
も
社
員
満
足
度
の

低
さ
の
現
れ
で
あ
る
︒

　

さ
ら
に
︑
会

社
に
不
満
を
持

っ
て
い
る
社
員

が
︑
顧
客
に
満

足
し
て
も
ら
え

る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
は

ず
が
な
い
︒
顧

客
満
足
度
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
は

社
員
満
足
の
高

さ
が
前
提
な
の

で
あ
る
︒
こ
の

よ
う
に
社
員
満

足
の
追
求
は
今

や
企
業
存
続
の

要
件
に
な
っ
て

い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
︒
社
員
満
足

度
の
向
上
を
目
指
す
経
営
者
が

増
え
つ
つ
あ
る
の
は
自
然
の
成

り
行
き
だ
︒

　

あ
る
中
小
事
業
者
は
長
距
離

と
近
距
離
の
両
方
の
仕
事
を
し

て
い
る
︒
長
距
離
で
は
労
働
時

間
短
縮
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て

い
る
が
︑
時
短
を
進
め
る
と
︑
残

念
な
が
ら
現
状
で
は
賃
金
が
下
が

っ
て
し
ま
う
︒
そ
の
よ
う
な
こ
と

も
あ
っ
て
﹁
長
距
離
が
良
い
と
い

う
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
一
方
で
︑

多
少
賃
金
が
少
な
く
て
も
近
距
離

が
良
い
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い

る
た
め
︑
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良

い
か
悩
ん
で
い
る
﹂
と
い
う
経
営

者
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

一
方
︑
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や

社
員
満
足
度
を
第
三
者
に
委
託
し

て
︑
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

っ
て
い
る
中
小
事
業
者
も
い
る
︒

こ
の
経
営
者
は
﹁
社
員
の
幸
福
を

追
求
す
る
企
業
に
な
る
に
は
︑
外

部
か
ら
の
評
価
と
指
摘
が
必
要
﹂

と
い
う
︒

　

最
近
は
﹁
Ｃ
Ｈ
Ｏ
（
チ
ー
フ
・

ハ
ピ
ネ
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
）﹂
の
導

入
を
検
討
す
る
中
小
事
業
者
も
出

て
き
た
︒
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責

任
者
）
や
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
執
行

責
任
者
）
と
同
様
に
︑
社
員
の
幸

福
度
を
向
上
さ
せ
る
最
高
責
任
者

で
あ
る
︒
来
年
度
か
ら
Ｃ
Ｈ
Ｏ
を

先
行
的
に
導
入
し
︑
幸
福
度
と
生

産
性
と
の
相
関
関
係
の
定
量
的
な

デ
ー
タ
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
︒

　

社
員
満
足
度
や
幸
福
度
は
経

営
者
自
身
を
映
し
出
す
鏡
だ
︒

第
197
回

人的資源の活用と社員満足度の向上

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～点検整備編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  タイヤの空気圧の点検は、当該自動車の走行距離、運行時の状態
等から判断した適切な時期に行うことで足りる。（ ○・× ）

❷  ブレーキペダルの踏みしろやブレーキのききの点検は、1日1回、
運行前に行わなければならない。（ ○・× ）

❸  ディスク・ホイールの取付状態の点検が義務づけられているの
は、車両総重量6.5トン以上又は乗車定員30人以上の自動車であ
る。（ ○・× ）

❹  ディスク・ホイールの取付状態については、ホイール・ナットの
緩みなどがないかを点検ハンマなどを使用して行う。（ ○・× ）

❺  事業用貨物自動車は、3か月ごとに定期点検整備を実施しなければ
ならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

積荷落下や車輪脱落事故を防止しよう
〔第71回〕

　先月の中旬、岡山県内の中国自動車道において、本線上に落
下していた大型トラックのスペアタイヤに乗り上げて故障した軽
自動車の乗員２人が、路肩へ避難していたところ、後続の大型ト
レーラーが落下していたタイヤへ乗り上げて横転し、路肩に避難
していた乗員２人が巻き込まれて死亡するという重大事故が発
生しました。
　これを受けて、同種の事故を防止するため、国土交通省より、
全ての大型トラックについて、スペアタイヤ等を車両に固定する
構造・装置に損傷やボルトの緩みがないか、直近の定期点検等
の機会を捉えて早急に点検を実施するよう、関係団体へ指示が
出されました。皆さんの会社は、もう点検が実施されたでしょう
か。

●落下事故や脱落事故の防止に万全を期す
Ａさん「うちの会社でも、指定工場の検査員の人たちが固定状

況などを点検していたね」
Ｂさん「スペアタイヤは、日常点検の項目には入っていないから

運行前に点検することはないし、たまに空気圧を
チェックしてみるくらいだよね」

Ａさん「それに運行の途中でタイヤがバーストしてスペアタイヤ
を使うということもなかったから、これまで関心も薄
かったしね」

Ｂさん「走行中にタイヤが外れて事故に繋がるケースはあるけ
ど、まさかスペアタイヤが落下して、こんな大事故を引
き起こすなんて思いもしなかったよ」

Ａさん「どこに危険や盲点が潜んでいるか分からないね」
Ｂさん「この事故で思い知らされたのは、車両の点検整備の大

切さだね。少なくともドライバーは運行前の日常点検
を確実に行う、これをしっかり守らないとね」

Ａさん「特に大型トラックの場合、車輪の脱落事故を防止する
必要がある。そのためにはディスク・ホイールの取付状
態などの点検を確実に行う必要があるけど、『車輪脱
落事故は夏用タイヤと冬用タイヤを交換する時期に発
生する傾向がある』といわれているから、タイヤを交換
するトラックは特に念入りに点検整備しないとね」

Ｂさん「それと積荷の落下事故の防止も重要だよ。道路交通法
でも第75条の10 (自動車の運転者の遵守事項）におい
て、高速道路を走行する場合は、積載している物を転
落させたり飛散させることを防止するための措置を講
じなければならないことが定められているし、貨物自
動車運送事業輸送安全規則でも第16条（乗務員の遵
守事項）の中で、偏荷重が生じないように積載するこ
とや、貨物が運搬中に荷崩れ等により事業用自動車か
ら落下することを防止するため、貨物にロープまたは
シートを掛けるなど必要な措置を講ずることが定めら
れている」

Ａさん「だから、出発時には当然荷崩れ防止のための固縛を行
わなければならないけど、高速道路を利用した長距離
運行の場合には、パーキングエリア（PA）などの休憩
時間の時にも、積載状態のチェックを行う必要がある
ね」

●落下物の早めの発見に努める
Ｂさん「積荷の落下やタイヤの脱落を防止するのはもちろんだ

けど、落下物を早めに発見するということも重要なこ
とだよ」

Ａさん「NEXCO東日本や中日本のホームページによると、平成
26年における高速道路の落下物のワースト3は、トッ
プがプラスチック・ビニール・布類(毛布やシート類)、
2番目が自動車部品類(タイヤや自動車付属品等)、3番

目が木材類（角材やべニアなど）だそうだ」
Ｂさん「前を走る車の動きだけでなく、路上に落下物がないか

どうかにも十分目を向ける必要があるね」
Ａさん「それと、昼間は早めに発見できても、夜間は発見が遅

れやすいから、ヘッドライトは上向きを原則にして早め
の発見に努めることも大切だね」

Ｂさん「進行方向に落下物がある時は、電光掲示板などで『落
下物あり』の情報が提供されることがあるから、電光
掲示板などの情報板にも注意する必要があるよ」

Ａさん「それと、もし落下物を発見した時は、最寄りのPAなど
で係員の人に通報することも大切だよ。それによって、
すぐに情報板に掲示されるから、事故を未然に防止す
ることに繋がる」

Ｂさん「まずは、落とさない。そして落下物を見つけた時はで
きるだけ早く安全な場所に車を止めて通報する。この
ことを徹底したいね」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
︑
年
末
年
始
に
向
け
た

事
故
防
止
対
策
と
し
て
︑
11

月
16
日
㈭
か
ら
第
57
回
﹁
正

し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運

動
﹂
を
展
開
す
る
（
平
成
30

年
１
月
10
日
㈬
ま
で
）︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
っ
て
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
る
も
の
︒

　

今
回
は
︑
①
追
突
事
故
お

よ
び
交
差
点
に
お
け
る
事
故

防
止
の
徹
底
②
過
労
運
転
防

止
の
徹
底
③
確
実
な
点
呼
の

実
施
④
飲
酒
運
転
お
よ
び
危

険
ド
ラ
ッ
グ
の
根
絶
⑤
携
帯

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用

禁
止
の
徹
底
⑥
健
康
診
断
の

受
診
の
徹
底
︱
︱
を
重
点
項

目
と
し
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑
管

理
者
お
よ
び
従
業
員
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
行
う
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
︑
各

都
道
府
県
ト
協
か
ら
の
推
薦

に
基
づ
き
︑
同
運
動
に
功
績

の
あ
っ
た
事
業
所
お
よ
び
従

業
員
の
表
彰
を
行
う
ほ
か
︑

国
土
交
通
省
が
年
末
年
始
に

実
施
す
る
﹁
安
全
総
点
検
﹂

へ
の
協
力
も
行
う
︒

長
時
間
労
働
抑
制
等
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
山
本
明
徹
部
会
長
）

は
11
月
８
日
︑
平
成
29
年
度

第
２
回
﹁
全
国
代
表
者
協
議

会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
平
成
29
年

度
青
年
部
会
ブ
ロ
ッ
ク
別
活

動
紹
介
②
社
会
貢
献
活
動
③

29
年
度
青
年
経
営
者
等
に
よ

る
顕
彰
事
業
の
応
募
状
況
④

29
年
度
青
年
部
会
全
国
大
会

︱
︱
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
︒

　

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

は
︑
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
︑
①
東
京
都
立
六
郷
工
科

高
校
オ
ー
ト
モ
ビ
ル
工
学
科

（
東
京
都
大
田
区
︑
寄
贈
日

11
月
30
日
）
②
香
川
県
立
坂

出
工
業
高
校
機
械
科
（
香
川

県
坂
出
市
︑
同
12
月
15
日
）

③
沖
縄
県
立
美
来
工
科
高
校

自
動
車
工
学
科
（
沖
縄
県
沖

縄
市
︑
同
12
月
５
日
）
︱
︱

の
３
校
に
整
備
実
習
用
ト
ラ

ッ
ク
を
寄
贈
す
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
青
年
部

会
全
国
大
会
に
つ
い
て
は
︑

30
年
２
月
22
日
に
︑
東
京
都

新
宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

﹁
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向

上
に
つ
い
て
～
長
時
間
労
働

抑
制
に
向
け
て
～
﹂
を
テ
ー

マ
に
︑
出
席
者
を
６
班
に
分

け
︑
日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
㈱
の
小
坂
真
弘
代

表
取
締
役
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
迎
え
て
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
︒

班
内
で
テ
ー
マ
に
関
す
る
現

状
と
課
題
を
取
り
ま
と
め
︑

課
題
点
に
基
づ
い
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た

後
︑
各
班
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
た
︒

　

各
班
か
ら
は
︑
荷
主
に
理

解
を
求
め
る
た
め
の
提
案
・

交
渉
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

が
発
表
さ
れ
︑
充
実
し
た
内

容
の
討
議
と
な
っ
た
︒

倉
庫
業
青
年
経
営
者
協
議
会

と
意
見
交
換

　

青
年
部
会
は
11
月
７
日
︑

倉
庫
業
青
年
経
営
者
協
議
会

（
倉
青
協
︑池
田
雅
一
会
長
）

と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
︒

　

意
見
交
換
会
の
開
催
は
今

回
が
３
回
目
で
︑
青
年
部
会

か
ら
は
山
本
部
会
長
を
は
じ

め
正
副
部
会
長
ら
10
人
︑
倉

青
協
か
ら
は
池
田
会
長
を
筆

頭
に
16
人
が
参
加
︒﹁
長
時

間
労
働
削
減
に
向
け
た
荷
待

ち
時
間
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
・
倉
庫
事
業
者
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

11
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖

徳
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

徳
島
Ｔ
Ｓ
（
徳
島
県
鳴

門
市
）
は
︑
11
月
30
日
㈭

を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
︒

　

ま
た
︑
10
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
14
万
４
９
５

件
で
︑
前
年
同
月
比
３
万
１

４
４
２
件
増（
28
・
８
％
増
）

と
大
幅
に
伸
び
て
お
り
︑
加

入
者
数
の
増
加
に
併
せ
︑
引

き
続
き
求
車
需
要
の
高
い
状

況
が
続
い
て
い
る
︒

出
し
合
い
︑
有
効
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
︒

求
車
登
録
件
数
大
幅
増

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃
指
数

平
成
29
年
10
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
11
月
８
日
︑
平
成
29

年
10
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

29
年
10
月
の
運
賃
指
数

は
︑前
月
比
１
ポ
イ
ン
ト
減
︑

前
年
同
月
比
４
ポ
イ
ン
ト
増

の
１
１
８
と
︑
10
月
と
し
て

は
調
査
開
始
以
来
２
番
目
に

高
い
数
値
で
あ
り
︑
依
然
と

し
て
高
い
指
数
で
推
移
し
て

い
る
︒

脳
血
管
疾
患
で指

針
策
定
へ

健
康
起
因
事
故
が
増
加
傾
向

　

平
成
29
年
度
の
第
１
回

﹁
事
業
用
自
動
車
健
康
起
因

事
故
対
策
協
議
会
﹂
が
11
月

８
日
に
開
か
れ
︑
運
転
者
の

疾
病
運
転
を
防
止
す
る
た
め
︑

﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お

け
る
脳
血
管
疾
患
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
仮
称
）﹂
を
早

期
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
︒

　

バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
︑
ト
ラ

ッ
ク
の
事
業
用
自
動
車
の
健

康
起
因
事
故
報
告
件
数
は
︑

28
年
に
は
前
年
比
60
件
増
の

３
０
４
件
で
︑
こ
の
う
ち
運

転
中
の
意
識
障
害
に
よ
り
運

転
操
作
が
不
能
と
な
っ
た
も

の
は
同
９
件
増
の
88
件
︒
運

18
件
︑
そ
の
他
が
39
件
と
な

っ
て
い
る
︒

　

一
方
︑
運
転
者
の
疾
病
運

転
を
防
止
す
る
た
め
︑
運
送

事
業
者
に
対
し
て
医
学
的
知

見
に
基
づ
く
措
置
を
義
務
付

け
る
法
改
正
が
昨
年
12
月
に

行
わ
れ
︑
政
府
に
対
し
脳
ド

ッ
ク
と
心
臓
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
︒

　

現
在
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

策
定
さ
れ
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｓ

（
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
）

だ
け
で
︑
脳
疾
患
に
つ
い
て
は

﹁
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者

の
健
康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

で
︑
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
を
推

奨
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
︒

行
の
中
断
な
ど
︑
事
故
に
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
が
大
半

を
占
め
る
が
︑
事
業
者
の
意

識
の
高
ま
り
等
を
反
映
し
て

増
加
傾
向
に
あ
る
︒

　

事
故
報
告
件
数
３
０
４
件

を
業
種
別
に
み
る
と
︑
乗
合

バ
ス
が
１
４
３
件
（
前
年
比

35
件
増
）
で
最
も
多
く
︑
次

い
で
ト
ラ
ッ
ク
が
75
件
（
同

20
件
増
）︑
タ
ク
シ
ー
が
68
件

（
同
６
件
増
）
な
ど
と
な
っ

て
お
り
︑
定
時
性
確
保
の
必

要
性
か
ら
乗
合
バ
ス
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
る
︒

　

ま
た
︑
運
転
中
の
操
作
不

能
事
案
88
件
の
う
ち
︑
脳
疾

患
は
31
件
で
︑
心
臓
疾
患
が

第
１
回
「
事
業
用
自
動
車
健
康
起

因
事
故
対
策
協
議
会
」（
11
月
８

日
、
国
土
交
通
省
）

読者アンケートに
ご協力ください。

　広報室では、今後の広報活動をより良い
ものにするため、今号の「広報とらっく」
に読者アンケートを折り込みました。12月
15 日を締め切りとして、皆様からのご意
見・ご感想等をお待ちしています。

広
報
室
か
ら
の
お
ね
が
い

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.10.24—
11.15

万
博
誘
致
ラ
ッ
ピ
ン
グ
　

　
　
　
ト
ラ
ッ
ク
が
出
発

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
辻
卓
史
会
長
）
は
11
月
10

日
︑﹁
万
博
誘
致
ロ
ゴ
マ
ー

ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
出

発
式
﹂
に
参
加
し
︑
大
阪
府

に
協
力
し
て
会
員
事
業
者
の

４
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
出
発
さ

せ
た
︒

　

大
阪
府
は
︑
２
０
２
５
年

の
国
際
博
覧
会
の
大
阪
開
催

に
向
け
て
︑
誘
致
活
動
を
展

開
し
て
お
り
︑
機
運
醸
成
の

た
め
﹁
走
る
広
告
塔
﹂
と
し

て
︑
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ

る
こ
と
に
し
た
︒

　
﹁
出
発
式
﹂で
辻
会
長
は
︑

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
の

大
阪
万
博
の
思
い
出
に
触
れ
︑

﹁
も
う
一
度
︑
あ
の
熱
気
を

取
り
戻
し
︑
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
よ
う
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
２
０
２
５
年
開
催
予
定

の
国
際
博
覧
会
に
は
大
阪

（
日
本
）の
ほ
か
︑フ
ラ
ン
ス
︑

ロ
シ
ア
︑
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

も
立
候
補
し
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
さ
ら
な
る
誘
致
の
機
運

醸
成
に
繋
げ
る
た
め
ス
テ
ッ

カ
ー
貼
付
を
行
っ
て
い
た
が
︑

第
２
弾
と
し
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
ラ
ッ
ク
が
発
案
さ
れ
︑
こ

の
た
び
の
出
発
式
と
な
っ
た
︒

（
11
月
16
日
〜
11
月
30
日
）

▽
11
月
21
日

・
第
44
回
引
越
部
会

▽
11
月
27
日

・
第
47
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

倉青協・全ト協青年部会意見交換会（11月7日、
全ト協）

平成29年度第2回青年部会全国代表者協議会
（11月8日、全ト協）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己

会
長
︑小
幡
鋹
伸
副
会
長
は
11
月
７
日
︑

日
本
バ
ス
協
会
の
三
澤
憲
一
会
長
︑
全

国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川

鍋
一
朗
会
長
と
と
も
に
︑
11
月
１
日
に

第
４
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
︑
全
閣
僚

お
よ
び
自
由
民
主
党
執
行
部
が
再
任
さ

れ
た
こ
と
か
ら
︑
岸
田
文
雄
政
務
調
査

会
長
お
よ
び
山
口
泰
明
組
織
運
動
本
部

長
を
表
敬
訪
問
し
た
︒

　

な
お
︑
表
敬
訪
問
に
は
︑
全
ト
協
か

ら
桝
野
龍
二
理
事
長
︑
松
崎
宏
則
常
務

理
事
が
同
行
し
た
︒

坂
本
会
長
、
小
幡
副
会
長

自
民
党
岸
田
政
調
会
長
を

表
敬
訪
問

写真左から、三澤憲一日本バス協会会長、坂本克己全ト協会長、岸田文雄自民
党政調会長、川鍋一朗全国ハイヤー・タクシー連合会会長、小幡鋹伸全ト協副
会長

写真左から、小幡全ト協副会長、川鍋全国ハイヤー・タクシー連合会会長、坂
本全ト協会長、山口泰明自民党組織運動本部長

松井大阪府知事（右から4人目）と握手する辻会長か
ら左に、小田原副会長、山崎全ト協常務理事、澤田
相談役、坂中南大阪支部長（11月10日、大阪府庁）

第
57
回「
正
し
い
運
転
・
　
　
　

　
　
明
る
い
輸
送
運
動
」ス
タ
ー
ト

11
月
16
日
か
ら
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）
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時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

︻
Ｌ
Ｎ
Ｇ
充
填
所
︼

　

前
回
は
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然

ガ
ス
）
が
﹁
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（Gas 

Access to Europe

）
タ
ー
ミ
ナ

ル
﹂
で
受
け
入
れ
ら
れ
︑
オ
ラ
ン

ダ
国
内
で
払
い
出
し
さ
れ
る
ま
で
の

視
察
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
︒
今

回
は
︑
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ロ

ー
リ
ー
で
運
ば
れ
て
き
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ

が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
ス
タ
ン
ド
で
使

わ
れ
て
い
る
の
と
︑
オ
ラ
ン
ダ
で
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
普
及
活
動
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
︒　

　

前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
︑
現
地

の
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
つ
ま
ず
き
で

時
間
が
押
せ
押
せ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
︑
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
に
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
﹁
安
全

運
転
第
一
﹂
で
次
の
目
的
地
に
向
か

い
ま
す
︒

　

次
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
あ
る

﹁W
aalhaven LNG

充
填
所
﹂

で
す
︒
シ
ェ
ル
が
２
０
１
５
年
１
月

に
︑
最
初
に
オ
ラ
ン
ダ
で
造
っ
た
Ｌ

Ｎ
Ｇ
ス
タ
ン
ド
で
す
︒
そ
の
後
︑

順
調
に
ス
タ
ン
ド
の
数
を
増
や
し
︑

今
年
の
４
月
に
は
６
か
所
目
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
充
填
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

（
写
真
）︒
日
本
で
も
そ
う
い
う
光

景
を
早
く
見
た
い
も
の
で
す
︒

　

皆
さ
ん
は
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
（
圧
縮
天

然
ガ
ス
）
充
填
所
に
は
︑
な
じ
み

が
深
い
と
思
い
ま
す
が
︑
マ
イ
ナ
ス

１
６
２
度
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
充
填
も
︑
ち

ゃ
ん
と
決
め
ら
れ
た
手
順
を
守
れ

ば
Ｃ
Ｎ
Ｇ
と
同
様
に
安
全
で
す
︒

訪
問
し
た
充
填
所
は
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

契
約
し
た
長
距
離
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
販
売
す
る
フ
リ
ー
ト
ス
タ
ン
ド

で
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
他
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
等

も
販
売
し
て
い
ま
す
︒
し
か
し

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
用
の
充
填
設
備
は

な
い
の
で
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
気
化

し
て
発
生
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｇ
（
ボ

イ
ル
オ
フ
ガ
ス
）
対
策
に
は
︑

液
体
窒
素
を
使
い
再
液
化
し

て
い
ま
す
︒
日
本
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ

充
填
所
を
造
ろ
う
と
す
る
場

合
は
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
と
の
併
設
に

し
て
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
に
Ｂ
Ｏ
Ｇ
を

供
給
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
け
ば
︑
液
体
窒
素

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

こ
の
充
填
所
は
遠
隔

操
作
に
よ
る
無
人
・
セ

ル
フ
の
ス
タ
ン
ド
で
︑
訓

練
を
受
け
試
験
に
パ
ス

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
分
で
充
填

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒日
本
で
は
︑

ス
タ
ン
ド
の
ス
タ
ッ
フ
が
充
填
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑
海
外
の

事
例
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
セ
ル
フ
ス
タ
ン

ド
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑

必
要
以
上
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
充
填
を
不

安
視
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

２
週
間
に
一
度
く
ら
い
︑
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｅ
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ロ
ー
リ
ー
が
ス
タ

ン
ド
の
タ
ン
ク
に
充
填
し
に
き
ま

す
︒
そ
の
後
は
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
液
体

の
ま
ま
ト
ラ
ッ
ク
に
充
填
す
る
の

で
︑
充
填
時
間
は
長
く
は
あ
り
ま

せ
ん
︒

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
Ｌ

Ｎ
Ｇ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
︑
国

と
民
間
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
︑﹁
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｌ
Ｎ

Ｇ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
の
方
に
も

お
話
を
伺
い
ま
し
た
︒

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
時

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
洋
の
東
西
を
問
わ

な
い
よ
う
で
︑﹁
イ
ン
フ
ラ
が
先
か
︑

車
が
先
か
﹂
と
い
う
鶏
と
卵
の
問

題
は
︑
同
様
に
オ
ラ
ン
ダ
で
も
頭

を
悩
ま
せ
た
よ
う
で
す
︒

　

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
共
通
の
導
入

の
進
め
方
と
し
て
は
︑
業
界
で
協

調
し
て
︑
官
民
挙
げ
て
︑
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
︑
イ
ン

フ
ラ
整
備
︑
燃
料
供
給
︑
自
動
車

の
開
発
︑
法
整
備
等
の
課
題
が
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
︑
誰
か
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
い
と
進
ん

で
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
︒
オ
ラ
ン

ダ
で
は
︑
環
境
に
や
さ
し
い
燃
料

の
普
及
と
い
う
こ
と
で
︑
中
央
政

府
も
地
方
自
治
体
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
利

用
に
つ
い
て
相
当
後
押
し
を
し
て
く

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
︒
日
本
で

も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
に
向

け
て
︑
継
続
し
た
関
係
当
局
に
よ

る
さ
ら
な
る
強
い
支
援
を
お
願
い

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
︒
早
く
Ｌ
Ｎ

Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
が
︑
日
本
の
公
道
を

走
る
勇
姿
を
見
た
い
も
の
で
す
︒

　

最
後
に
︑
海
外
視
察
の
間
︑
メ

ン
バ
ー
の
方
々
に
は
何
度
か
バ
ス
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
し
た
が
︑
ご
理
解
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
お
か

げ
さ
ま
で
解
雇
さ
れ
ず
に
︑
今
こ

う
し
て
コ
ラ
ム
の
執
筆
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
︑
ど
う
ぞ
ご
安
全
に
︒

第44回 『海外視察を通じての事例紹介』
～⑤LNG受入基地や充填所などインフラについて（後編）～
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 第148回 

解雇に退職金相当額の
手当を支払っても「予
告手当」は必要か

︻
解
説
︼﹃
温
情
が
仇あ

だ

に
﹄
と
ま
で
は
い

Ａ�

手
当
の
額
が
平
均
賃
金
の
　

30
日
分
以
上
で
あ
れ
ば
不
要

　

先
日
、
社
員
の
一
人
に
懲
戒
解
雇
に
も
相

当
す
る
重
大
な
不
始
末
が
あ
り
、
直
接
損

失
を
受
け
た
親
会
社
の
担
当
者
か
ら
「
す

ぐ
に
ク
ビ
に
し
ろ
」
と
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、当
人
も
強
く
反
省
し
て
お
り
、

「
懲
戒
解
雇
は
何
と
か
勘
弁
し
て
ほ
し

い
」
と
泣
き
つ
か
れ
ま
し
た
の
で
、
親
会

社
に
は
懲
戒
解
雇
し
た
こ
と
に
し
、
す
ぐ

に
辞
め
て
も
ら
う
代
わ
り
に
、
自
己
都
合

に
よ
る
退
職
金
相
当
額
の
特
別
手
当
を
支

払
っ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
解
雇
予

告
手
当
は
支
払
わ
な
い
と
い
う
条
件
を
付

け
、
本
人
も
納
得
済
み
の
は
ず
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
後
日
、「
や
は
り
実
際
に
は
解
雇

な
の
だ
か
ら
、
30
日
分
の
解
雇
予
告
手
当

も
出
し
て
ほ
し
い
」
と
要
求
し
て
き
ま
し

た
。
こ
ん
な
場
合
で
も
、
支
払
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

え
な
く
と
も
︑
通
じ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
確
か
な
よ
う
で
す
︒
親
会
社
の
強

い
要
請
も
あ
り
︑
や
む
を
得
ず
取
っ
た

措
置
の
わ
け
で
す
が
︑
話
が
か
な
り
や

や
こ
し
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
若
干
整
理
し
て
み
ま
す
と
︑

こ
の
件
は
︑
本
来
懲
戒
解
雇
と
す
べ
き

と
こ
ろ
を
本
人
と
話
し
合
い
の
上
︑
自

ら
辞
め
て
も
ら
う
こ
と
で
合
意
が
成
立

し
ま
し
た
︒
退
職
勧
奨
に
応
じ
た
と
も

い
え
ま
す
︒
一
方
︑
こ
れ
に
よ
り
一
見
︑

自
己
都
合
に
よ
る
退
職
の
よ
う
な
形
と

な
っ
た
も
の
の
︑
退
職
金
は
支
給
さ
れ

ず
実
質
的
に
は
懲
戒
解
雇
の
扱
い
で
す
︒

し
か
し
︑
恩
恵
的
に
退
職
金
に
代
わ
る

手
当
が
特
別
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
解
雇
し
た
の
か
退
職

で
あ
っ
た
の
か
︑
あ
い
ま
い
な
ま
ま
労

働
関
係
を
終
え
て
い
る
例
は
︑
実
際
に

結
構
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
︑
な
か
に
は
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
注
意
す
べ
き
で

す
︒ご
質
問
の
ケ
ー
ス
に
限
り
ま
せ
ん
が
︑

い
わ
ゆ
る
退
職
勧
奨
に
よ
る
退
職
等
と

解
雇
の
区
分
は
微
妙
で
あ
り
︑
例
え
ば
︑

退
職
勧
奨
が
強
要
に
わ
た
る
場
合
︑
あ

る
い
は
合
意
退
職
と
す
る
こ
と
に
労
働

者
の
意
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
︑

解
雇
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
︑
解
雇
の

手
続
き
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

　

仮
に
解
雇
で
あ
る
と
す
れ
ば
︑
当
然

に
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
︑
こ
れ
は
︑
い
か
な
る
名

目
で
あ
っ
て
も
平
均
賃
金
の
30
日
分
以

上
あ
れ
ば
足
り
る
も
の
で
す
︒も
っ
と
も
︑

退
職
金
は
就
業
規
則
等
で
支
払
い
基
準

等
が
定
め
ら
れ
て
い
れ
ば
賃
金
で
あ
り
︑

解
雇
予
告
手
当
と
は
本
質
的
に
性
格
を

異
に
す
る
も
の
で
す
か
ら
︑
退
職
金
の

支
払
い
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
で
し
ょ
う
︒
し
か
し
︑
退
職
金

の
支
払
い
に
つ
い
て
︑
何
ら
の
定
め
が
な

い
ま
ま
支
払
わ
れ
る
退
職
金
の
場
合
︑

あ
る
い
は
退
職
金
基
準
を
上
回
っ
て
支

払
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
や
︑
退
職

金
と
は
別
の
手
当
が
支
払
わ
れ
る
場
合

は
︑
使
用
者
の
恩
恵
的
給
付
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
ら
︑
こ
れ
を
も
っ
て
︑﹁
解
雇

予
告
手
当
の
支
払
い
に
代
替
す
る
こ
と

は
可
能
﹂
と
解
さ
れ
ま
す
︒

　

ご
質
問
の
ケ
ー
ス
で
は
︑
懲
戒
解
雇

で
あ
れ
ば
支
払
わ
れ
な
い
退
職
金
に
代

わ
り
︑
相
当
額
の
手
当
が
恩
恵
的
に
支

払
わ
れ
て
お
り
︑
こ
れ
が
平
均
賃
金
の

30
日
分
以
上
で
あ
る
な
ら
ば
︑
解
雇
予

告
手
当
の
支
払
い
は
不
要
と
思
わ
れ
ま

す
︒

　

な
お
︑
解
雇
予
告
手
当
と
賃
金
の
一

種
と
さ
れ
る
退
職
金
は
性
質
を
異
に
す

る
と
い
っ
て
も
︑
い
ず
れ
も
金
銭
で
あ

り
︑
退
職
金
に
つ
い
て
は
法
律
上
制
限

が
な
い
わ
け
で
す
か
ら
︑
今
後
︑
こ
う

し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
︑
退

職
金
支
給
規
則
等
に
お
い
て
退
職
金
中

に
解
雇
予
告
手
当
も
含
ま
れ
て
い
る
旨

定
め
て
お
く
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
︒

た
だ
し
︑
こ
の
場
合
は
︑
退
職
金
が
解

雇
と
同
時
に
支
払
わ
れ
る
必
要
が
あ
る

の
で
︑
念
の
た
め
︒

ど
物
流
の
実
験
も
行
う
︒

　

11
月
11
日
か
ら
島
根
県
飯い

石い
し

郡
と
滋
賀
県
東
近
江
市
で

実
験
を
開
始
し
た
ほ
か
︑
18

日
か
ら
は
茨
城
県
常
陸
太
田

市
で
も
開
始
す
る
︒

　

島
根
県
飯
石
郡
で
は
︑
道

の
駅
﹁
赤あ

か

ぎ来
高
原
﹂
を
拠
点

に
︑
ア
イ
サ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
製
の
ミ
ニ
バ
ン
タ
イ
プ
の

車
両
を
使
用
し
︑
全
長
約
５

・
７
㌔
㍍
を
自
動
走
行
す
る
︒

　

途
中
︑
集
荷
場
か
ら
道
の

駅
へ
農
作
物
（
り
ん
ご
︑
野

菜
等
）
の
配
送
や
宅
配
便
の

集
荷
も
行
う
︒

　

滋
賀
県
東
近
江
市
で
は
︑

道
の
駅
﹁
奥
永
源
寺
渓
流
の

里
﹂
で
実
施
︒
車
両
は
先
進

モ
ビ
リ
テ
ィ
製
の
バ
ス
タ
イ
プ

で
︑
延
長
約
４
・
６
㌔
㍍
を

自
動
走
行
す
る
︒
集
荷
場
か

ら
道
の
駅
へ
の
農
作
物
の
配

送
︑
道
の
駅
へ
の
生
産
品
や

弁
当
の
配
送
実
験
も
行
う
︒

 

第
12
回
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催

自
動
車
事
故
対
策
機
構
、

国
交
省
後
援
、
全
ト
協
協
賛

　

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
・
濱
隆
司
理

事
長
）
は
10
月
24
日
︑
第
12

回
﹁
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開

催
し
︑
約
１
１
０
０
人
が
参

加
し
た
︒
同
セ
ミ
ナ
ー
は
国

土
交
通
省
の
後
援
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑
日
本
バ
ス

協
会
︑
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ

ク
シ
ー
連
合
会
が
協
賛
し
て

い
る
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
は
︑
今
年
で
12

回
目
を
迎
え
︑
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
す
で
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者
に
は
︑

さ
ら
に
有
益
な
情
報
（
復
習

を
含
め
た
継
続
的
な
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）
を
︑
こ
れ
か
ら
取
り

組
も
う
と
す
る
事
業
者
に
は

気
付
き（
ヒ
ン
ト
）を
提
供
し
︑

安
全
文
化
の
構
築
と
定
着
を

図
る
こ
と
に
よ
り
︑
利
用
者

に
と
っ
て
︑
安
心
で
安
全
な

運
輸
事
業
を
提
供
す
る
た
め

の
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
る

も
の
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
主
催
者

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
︑
国
交
省

の
奥
田
哲
也
自
動
車
局
長
の

来
賓
挨
拶
の
後
︑
基
調
講
演

と
し
て
同
省
大
臣
官
房
の
三

上
誠
順
運
輸
安
全
監
理
官
が

﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
﹂
を
テ
ー
マ
に
制
度
の
概

要
と
課
題
︑
今
年
７
月
に
改

訂
さ
れ
た
﹁
運
輸
事
業
者
に

お
け
る
安
全
管
理
の
進
め
方

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
ン
﹂
の

改
訂
趣
旨
・
背
景
お
よ
び
主

な
改
正
事
項
に
つ
い
て
講
演

し
た
︒
続
け
て
︑
同
省
自
動

車
局
安
全
政
策
課
の
吉
永
隆

博
課
長
が
︑﹁
事
業
用
自
動

車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
﹂
を

テ
ー
マ
と
し
て
︑
政
府
の
交

通
安
全
対
策
と
事
故
発
生
状

況
︑今
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た

﹁
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全

プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
特
別
講
演
で

は
︑
関
西
大
学
社
会
安
全
学

部
の
安
部
誠
治
教
授
が
﹁
運

輸
産
業
に
お
け
る
更
な
る
安

全
性
向
上
の
課
題
﹂
を
テ
ー

マ
と
し
て
講
演
︒
ま
た
︑
横

浜
市
交
通
局
︑
帝
都
自
動
車

交
通
㈱
︑
日
生
流
通
運
輸
倉

庫
㈱
の
３
者
が
︑
取
組
事
例

を
報
告
し
た
︒

　

ロ
ビ
ー
で
は
︑
交
通
事
故

被
害
者
等
の
生
命
の
重
み
を

伝
え
る
﹁
ミ
ニ
・
生
命
（
い

の
ち
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
﹂
を

開
催
し
た
ほ
か
︑
機
器
メ
ー

カ
ー
等
に
よ
る
︑
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
ツ
ー
ル
等
の

展
示
・
紹
介
を
行
っ
た
︒

 

中
山
間
地
域
の
自
動
運
転

道
の
駅
３
か
所
で
実
験

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
中
山

間
地
域
で
の
道
の
駅
を
拠
点

カ
ー
ブ
区
間
中
の
急
ブ
レ
ー

キ
も
発
生
し
て
お
ら
ず
︑
横

揺
れ
や
ふ
ら
つ
き
も
確
認
さ

れ
て
い
な
い
︒

　

合
流
時
の
到
達
速
度
は
低

い
も
の
の
︑
速
度
上
昇
は
ス

ム
ー
ズ
で
︑
合
流
時
の
急
ブ

レ
ー
キ
は
発
生
し
て
い
な
い
︒

た
だ
︑サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

Ａ
）
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）で
の
駐
車
マ
ス
は
︑

他
の
大
型
車
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
た
め
︑
利
用
で
き
る
時

と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
︒

い
ず
れ
も
農
作
物
の
配
送
な

﹁
３
０
０
両
以
上
の
事
業
用

車
両
を
保
有
す
る
者
﹂
を
当

該
義
務
付
け
の
対
象
と
し
て

い
る
︒

　

今
年
７
月
の
︑﹁
自
動
車

輸
送
分
野
に
お
け
る
安
全
管

理
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る

展
開
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
﹂
と
す
る
運
輸
審
議
会

の
答
申
を
受
け
︑
義
務
付
け

対
象
を
３
０
０
両
以
上
か
ら

２
０
０
両
以
上
に
拡
大
す
る

旨
の
改
正
を
行
う
も
の
で
︑

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
受

付
後
︑
今
年
12
月
下
旬
の
公

布
︑
平
成
30
年
４
月
１
日
の

施
行
を
目
指
す
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑経
過
措
置
と
し
て
︑

新
た
に
当
該
義
務
付
け
の
対

象
と
な
る
事
業
者
は
︑
施
行

日
か
ら
３
か
月
以
内
に
︑
安

全
管
理
規
程
の
設
定
の
届
出

お
よ
び
安
全
統
括
管
理
者
の

選
任
の
届
け
出
を
す
る
も
の

と
し
て
い
る
︒

　

11
月
９
日
に
開
か
れ
た
︑

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
第
14
回
﹁
物
流
小

委
員
会
﹂
で
︑
国
土
交
通
省

は
過
積
載
車
両
の
荷
主
対
策

を
提
示
し
た
︒

　

過
積
載
車
両
は
︑
道
路
橋

の
劣
化
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
た
め
︑
道
路
管
理
者
は

取
締
り
基
地
や
自
動
重
量
計

測
装
置
で
取
締
り
を
行
っ
て

い
る
が
︑
過
積
載
へ
の
荷
主

の
関
与
に
関
す
る
調
査
に
よ

る
と
︑
約
15
％
が
﹁
荷
主
か

ら
過
積
載
等
の
車
両
制
限
令

違
反
を
強
要
さ
れ
た
﹂
と
の

回
答
が
あ
っ
た
︒

　

こ
の
た
め
荷
主
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
︑

具
体
的
に
は
︑
基
地
取
締
り

時
に
荷
主
情
報
を
任
意
で
聴

取
す
る
ほ
か
︑
特
殊
車
両
通

行
許
可
申
請
時
に
荷
主
名
の

記
載
を
求
め
︑
そ
の
情
報
を

自
動
車
部
局
に
提
供
す
る
︒

　

そ
の
後
︑
自
動
車
局
や
運

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

政
府
の
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト﹁
ｅ
︲
Ｇ
ｏ
ｖ
﹂に
お
い
て
︑

﹁
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運

輸
規
則
及
び
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
案
﹂
に

対
す
る
意
見
募
集
を
行
っ
て

い
る
︒
意
見
・
情
報
受
付
締

め
切
り
日
は
11
月
30
日
︒

　

道
路
運
送
法
お
よ
び
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
に
お
い

て
は
︑
輸
送
の
安
全
性
確
保

の
た
め
︑
運
送
事
業
者
に
安

全
管
理
規
程
の
設
定
お
よ
び

届
出
︑
安
全
統
括
管
理
者
の

選
任
等
を
義
務
付
け
る
﹁
運

輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制

度
﹂
を
導
入
し
て
お
り
︑
一

般
乗
用
旅
客
運
送
事
業
者
・

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
・
特
定
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
に
つ
い
て
︑
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
お

よ
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

輸
送
安
全
規
則
に
お
い
て
︑

輸
局
な
ど
の
自
動
車
部
局

が
︑
適
正
化
事
業
実
施
機
関

の
協
力
も
得
て
荷
主
を
特
定

し
︑
過
積
載
に
加
え
て
過
労

運
転
等
違
反
に
も
関
連
が
あ

る
共
通
の
荷
主
を
確
認
し
た

場
合
︑
荷
主
に
対
し
協
力
要

請
書
を
発
出
す
る
︑
と
い
う

も
の
（
図
）︒

　

基
地
取
締
り
時
の
荷
主
情

報
の
聴
取
は
今
年
12
月
か
ら

全
て
の
地
方
整
備
局
等
で
試

行
を
開
始
す
る
︒
ま
た
︑
特

車
申
請
時
の
荷
主
名

記
載
は
来
年
１
月
頃
か

ら
北
海
道
開
発
局
で

試
行
開
始
し
︑
そ
の
後

平
成
30
年
度
に
お
い
て

全
て
の
地
方
整
備
局
等

に
拡
大
す
る
︒
い
ず
れ

も
結
果
を
検
証
し
た
上

で
︑
平
成
30
年
度
中
に

本
格
導
入
す
る
予
定
︒

な
お
︑
荷
主
名
を
記

載
し
た
特
車
申
請
に
つ

い
て
は
︑
優
先
的
に
特

車
許
可
審
査
を
行
う

予
定
と
さ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
回
の
物
流

小
委
員
会
で
は
︑﹁
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
両
運
行

管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹂

の
実
験
状
況
に
つ
い
て

も
報
告
さ
れ
た
︒
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
︑
国
交
省

が
収
集
し
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２

・
０
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ

を
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
配
信

し
︑
そ
れ
を
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
が
車
両
位
置
や
急
ブ
レ
ー

キ
箇
所
の
表
示
な
ど
加
工
を

行
っ
て
物
流
等
事
業
者
に
提

供
す
る
こ
と
で
︑
物
流
等
事

業
者
で
は
車
両
位
置
確
認
︑

危
険
箇
所
の
特
定
︑
安
全
運

転
の
指
導
等
車
両
運
行
管
理

に
活
用
で
き
る
と
い
う
も
の
︒

　

社
会
実
験
に
は
︑
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
が
９
者
︑
物
流
等

事
業
者
が
20
者
参
加
し
て
い

 

必
要
運
転
者
５
割
削
減

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

　

こ
の
ほ
か
︑
物
流
小
委
員

会
で
は
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
の
実
験
状
況
に
つ
い
て
も

報
告
さ
れ
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
１
台
で

大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
輸

送
が
可
能
な
﹁
ダ
ブ
ル
連
結

ト
ラ
ッ
ク
﹂
の
導
入
実
験
の

結
果
︑
省
人
化
に
つ
い
て
は

必
要
ド
ラ
イ
バ
ー
数
を
約
５

割
削
減
し
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

も
約
５
割
削
減
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

高
速
道
路
の
走
行
安
全
性

に
つ
い
て
は
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク

と
の
速
度
差
も
ほ
ぼ
な
く
︑

る
︒
車
両
位
置
情
報
を
活
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
︑

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

19
者
中
17
者
が
︑
車
両
位
置

の
確
認
に
よ
る
迅
速
な
対
応

や
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
や
荷
捌
き

作
業
員
の
荷
待
ち
時
間
の
短

縮
に
効
果
が
あ
る
な
ど
︑
役

に
立
つ
と
評
価
し
て
い
る
︒

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
両
運
行
管

理
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
︑
今
後
本
格
導
入
に
向
け

た
準
備
が
行
わ
れ
︑
30
年
度

に
お
い
て
本
格
導
入
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
女
性

活
躍
推
進
の
た
め
の
各
種
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
女
性
活
躍
促
進

法
が
平
成
28
年
４
月
１
日
よ

り
施
行
さ
れ
︑
従
業
員
３
０

０
人
以
下
の
中
小
企
業
に
つ

い
て
︑
自
社
の
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
定
め
た
﹁
一
般
事
業
主
行

動
計
画
﹂
の
策
定
お
よ
び
厚

労
大
臣
へ
の
届
出
︑
な
ら
び

に
情
報
の
公
表
が
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け

た
も
の
で
︑
主
に
以
下
の
３

つ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
︒

① 

女
性
の
活
躍
推
進
企
業

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ
Ｂ
）

　

女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情

報
を
公
表
す
る
場
と
し
て
利

用
可
能
︒
業
界
内
・
地
域
内

で
の
自
社
の
位
置
付
け
を
知

る
こ
と
が
で
き
︑
自
社
の
取

り
組
み
を
学
生
や
消
費
者
等

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

② 

女
性
活
躍
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー

　

女
性
活
躍
推
進
分
野
に
お

け
る
企
業
支
援
の
専
門
家

﹁
女
性
活
躍
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
﹂
が
︑
課
題
分
析
や
行

動
計
画
の
策
定
︑
認
定
取
得

等
に
つ
い
て
︑
電
話
ま
た
は

訪
問
に
よ
り
き
め
細
や
か
に

フ
ォ
ロ
ー
︒
費
用
は
無
料
︒

③ 

両
立
支
援
等
助
成
金

（
女
性
活
躍
加
速
化
コ

ー
ス
）

　

自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す

る
行
動
計
画
を
策
定
し
︑
行

動
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
実
施
し
た
場
合
に
支
給
さ

れ
る
助
成
金
︒
中
小
企
業
に

お
い
て
は
︑﹁
取
組
目
標
﹂︑

﹁
数
値
目
標
﹂
を
達
成
し
た

場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
28
万
５
千

円
が
支
給
さ
れ
︑
女
性
管
理

職
比
率
が
上
昇
し
た
場
合
に

は
助
成
額
が
加
算
さ
れ
る
︒

　

詳
細
は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
﹁
女
性
活
躍
推
進

法
特
集
ペ
ー
ジ
﹂
を
参
照
の

こ
と
︒

中
小
企
業
で
の
女
性
活
躍
促
進
を
支
援

Ｄ
Ｂ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
助
成
金
で

過
積
載
の
荷
主
対
策
強
化
、
取
締
り
時
に
情
報
収
集

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会 

第
14
回
「
物
流
小
委
員
会
」

　

茨
城
県
常
陸
太
田
市
で

は
︑
道
の
駅
﹁
ひ
た
ち
お
お

た
﹂
で
行
う
︒
ヤ
マ
ハ
発
動

機
製
の
カ
ー
ト
タ
イ
プ
の
車

両
を
使
い
︑
全
長
約
３
・
２

㌔
㍍
を
自
動
走
行
︒
高
速
バ

ス
（
貨
客
混
載
）
と
の
連
携

に
よ
る
農
作
物
の
集
荷
・
配

送
実
験
を
行
う
ほ
か
︑
宅
配

便
の
集
荷
・
発
送
実
験
も
行

う
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
栃
木
県
栃
木

市（
道
の
駅
﹁
に
し
か
た
﹂）︑

熊
本
県
葦
北
郡（
道
の
駅﹁
芦

北
で
こ
ぽ
ん
﹂）
で
す
で
に
実

験
を
行
っ
て
お
り
︑
全
国
13

か
所
で
順
次
行
う
予
定
だ
︒

輸
送
安
全
規
則
一
部
改
正
案
に
　
　
　

　
　
　
　
対
す
る
パ
ブ
コ
メ
を
募
集

安
マ
ネ
対
象
２
０
０
両
以
上
へ
、
11
月
30
日
ま
で
受
付

図図

間
帯
が
限
ら
れ
る
︒

　

一
般
道
で
は
︑
左
折
時
の

通
過
時
間
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
比
べ
約
２
倍
か
か
る
も
の

の
︑
交
通
流
へ
の
影
響
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
︒

　

ま
た
︑
新
東
名
高
速
道
路

の
清
水
Ｐ
Ａ
で
乗
務
を
交
代

す
る
中
継
輸
送
の
実
験
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
宅
で

の
休
憩
時
間
が
約
３
割
増
加

す
る
効
果
が
あ
っ
た
︒

　

な
お
︑
物
流
小
委
員
会
の

資
料
に
つ
い
て
は
︑
国
交
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
11
月
20
日

㈪
か
ら
30
日
㈭
ま
で
の
間
︑

平
成
29
年
度
﹁
低
公
害
車
普

及
促
進
対
策
費
補
助
金
（
Ｃ

Ｎ
Ｇ
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ

ッ
ク
等
の
導
入
支
援
）﹂
に
つ

い
て
︑
平
成
29
年
度
の
予
算

に
若
干
の
残
額
が
あ
る
こ
と

か
ら
︑
交
付
予
定
枠
の
申
し

込
み（
２
次
募
集
）を
行
う
︒

　

受
付
方
式
は
先
着
順
（
受

付
日
順
）
で
︑
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
す

る
︒
同
省
で
は
︑
積
極
的
な

活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

交
付
要
綱
等
の
詳
細
は
国

交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
︒
お
問
い
合
わ
せ
は
国
交

省
貨
物
課
（
☎
03
・
５
２
５

３
・
８
１
１
１
︑
内
線
41
・

３
２
２
）
ま
で
︒

平
成
29
年
度
「
低
公
害
車
普
及
促
進

対
策
費
補
助
金
」（
事
業
Ⅱ
・
Ⅲ
）

11
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
２
次
募
集
実
施

国交省
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プレゼンテーションテーマ

荷主企業同士での
計画策定

車両の荷役機器の改良

先行地区で実施

新たなエリアへの拡大

事
例
紹
介　

②
実
車
率
（
距
離
当
た
り
）
の
向
上

事例③
取組の背景 スキーム

主な課題と対策

類似の取組を進めるポイント

取組の内容

取組の流れ

取組の成果

ラウンド輸送による積載率の向上 日本製紙：大手製紙会社、河北新報：東北を中心に展開する新聞社

・自社が手がけていた印刷センターから販売店への新聞紙輸送と、他社が手がけていた製紙工場
から印刷センターへの巻取紙輸送は、それぞれ帰りの荷物がない状態であった。このことに着眼し、
実車率の向上を目指して、ほぼ１年がかりとなる協議を開始した。

・「ラウンド輸送」とは、河北新報輸送のトラックが、印刷センターから販売店に輸送を行い、さらに（販
売店から近距離にあった）製紙工場にて巻取紙を積み、印刷センターに運ぶというもの。

・朝刊２路線からスタートして、現在は搬送トラック台数を３台まで増やし、約１００トン／月をこの方式
で輸送している。

■異なる納品先への輸送について、納品条件の調整が必要
・製紙工場が２４時間稼働していたことから、配送後の早朝でもすぐに貨物の積載が可能であり、ドライバーの労務規定を遵守することが可能
であった。

■巻取紙を積載するために車両を改良
・河北新報輸送が、自社トラックの荷台床面にゴム貼りを行い、巻取紙固定用フックを取り付けるなど、新聞を輸送する専用車両から巻取紙
も輸送可能な車両へと改良を行った。

■巻取紙の荷役のために荷役機器のアタッチメントを開発
・印刷センターで河北新報輸送の車両から重量のある巻取紙の荷卸しを実施するために日本製紙がフォークリフトに装着する新型パレットを開
発し、荷役時にフォークリフトの新型パレット上に巻取紙を転がし、ホイストクレーンで吊り下げられるようにした。

■少量からスタートして拡大
・初期はトラック２台からスタートして、その結果を受けて３台へと拡大。

●配送時間の異なる輸送・パートナーの探索
→トラックが稼動する時間が自社とは異なる輸送を探す。現在の顧客の輸送時間のピークが異なる場合などが有効（例 : 午前納品、午後
出荷の拠点では出荷トラックが午前に活用可能のケースあり）。

●輸送ルートや納品条件の調整
→両者の現状の輸送ルートや納品条件を洗い出し、新たなラウンド輸送のルートや納品条件を統一する。
→積載する貨物に併せて、トラックの荷台や荷役方式を検討し、改良する。
●小さく始めて拡大
→トラック１台や１ルートなど少量から始めて、問題や課題をクリアした上でボリュームや地域を拡大。

・ 工場から印刷センター、印刷センターから販売店までの輸送
がいずれも片荷であったことに着眼し、ラウンド輸送の可能
性を検討。

・異なる貨物を輸送するために車両や荷役機器の改良を実施。

・異なる貨物を輸送するために車両や荷役機器の改良を実施。

・他のエリアへの拡大の検討と実施。

ラウンド輸送に使用する車両の実車率を５３%から９１%に向上
・「新ラウンド輸送」を実施することにより、両社の輸送コストの削減だけでなく、新聞用紙の安定
供給体制の強化やエコ輸送が実現。

着荷主のトラックを活用することで実車率の向上を図る「ラウンド輸送」

印刷センターから販売店への新聞紙輸送は片荷となるため、実車率が上がらない

荷　主取組主体

運送事業者取組主体

着荷主が発起人となり
取組を検討

運送事業者の巻き込み

発荷主への呼び掛け

九州内農産品のロット化
輸送の実施

事
例
紹
介　

③
積
載
率
の
向
上

事例④
取組の背景 スキーム

主な課題と対策

類似の取組を進めるポイント

取組の内容

取組の流れ

取組の成果

農産品の共同配送 マルゼングループ：福岡を拠点とするトラック運送事業者

・ 有機栽培やエコ特別栽培の農産物については、主に路線便により輸送されていたところ、貨物
量の減少に伴うコストアップや、品質管理といった課題が生じていた。

・パルシステム連合会で生産者に話を聞いたところ、他にも大地を守る会、らでぃっしゅぼーや、生
活クラブ連合会との契約があることがわかった。積載率向上のためには各社一体となった取組が
有効であると考えられ、トラック運送事業者であるマルゼングループと４流通団体が協業して効率
的な物流ネットワークを構築した。

・傘下に農家を持つ九州内の農業生産者団体（初期１４社⇒現在２６社）と協力し、効率的な集
荷を実現。

・ ４流通団体向けの貨物をマルゼングループで引き受け、関東等に運んでいる。なお、ドライバーの
労務規定を遵守するため兵庫県の西宮で中継している。

・ 荷受はパルシステム連合会のセンターが２４時間体制であることを活用し、他の３流通団体の受入
時間を変更しないでマルゼングループがダイヤ化している。

■各生産者からの出荷小ロットでも成り立つような仕組みを構築
・小ロットではどうしても採算がとりにくいが、これらを４流通団体の協力のもとに生産者団体が取りまとめてロットを大きくするようにしている。幹
線輸送とは別に集荷費用２００円／箇所を徴収するが、生産者が３トン以上にまとめれば無料で対応。

■ドライバーの労務規定の遵守と、生鮮食品の品質維持の両立のため、中継地点を設定
・農産品の荷扱いに長けたマルゼングループに運送を一括委託することで品質を担保。
・長距離輸送を行うドライバーの労務規定の遵守のために中間の西宮でドライバーを変えて対応。

■首都圏の４流通団体の重複しがちな納品時間を調整
・ パルシステム連合会のセンターを２４時間体制とすることで、他の３センターへの納品時間の自由度を高めてマルゼングループのダイヤを調整
した。

●生産者、運送事業者、小売でそれぞれのメリットを鑑みて三位一体で体制構築に取り組む
→コストダウンを図りたい生産者、物流を少しでも効率化して生き残りたい運送事業者、品質低下や事故、違法行為による企業イメージの低
下を防ぎたい小売と、それぞれの利害を勘案した上で物流システム全体を三位一体で改善する。

●運送事業者が音頭取りをして、様々な荷主等の関係者の参加を促す
→荷主以外のプレイヤーが中心となって仕組みを運用することで、様々な荷主が参画しやすくなる。
●発荷主・受荷主が協力し、納品条件の変更も実施
→発荷主と着荷主が協力し、必要に応じて納品時間等の条件を変更することで、効率的な輸送を実現しやすくなる。

・ 生産者からの要請が４流通団体で共通であることから、共同
で物流改善の取組を実施。生産者への聞き取りから同業他
社が判明し、調整し、合意を得る。

・ 共同輸送の担い手として、農産品輸送に長けたマルゼング
ループを選定し、ともにネットワークを検討。

・ 運賃アップが余儀ない路線便や宅配便からコストメリットのあ
る当ネットワークへの参加を呼びかけ。一方でマルゼングルー
プが他の関東向け農産品も受注し、安定した貨物量も確保。

・生産者１５団体からスタートしたが、コスト面や品質面が向上
したことから現在は２６社まで拡大。

ドライバーの労務規定を遵守した上で、農産品をロット化して東京まで運ぶ仕組みを構築
・西宮でドライバーを変えることによって最大３時間３０分の時短を実施。
・農産品輸送に長けたマルゼングループが輸送することで、クレームが激減し対応時間が減少。
・小ロットである産地こだわり商品を翌々日セリに間に合わせて、かつ法令遵守を達成。

複数の農家で構成される九州内の生産者と協業し、
首都圏４流通団体向け共同輸送を実現

農産物の小ロット化に対応するため積載率向上が求められる

「トラック運送における
生産性向上方策に関する手引き」より

　国土交通省ではこのほど、「トラック運送における生産性向上方策に関する手引き」を
まとめた（概要は本紙8月5日号に掲載）。今回の『広報とらっく』では、生産性向上へ
の成功事例について、同手引きから実施主体や種類別に代表的な４事例を紹介する。
　なお、同手引きは、国交省ホームページ（HP）および全日本トラック協会HPからダ
ウンロードすることができる。

事例紹介
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他社（荷主の）物流拠点

実態の把握

費用対効果の検討

荷主との調整

積卸社員の配置

事
例
紹
介　

①
実
車
率
（
時
間
当
た
り
）
の
向
上

事例①
取組の背景 スキーム

主な課題と対策

類似の取組を進めるポイント

取組の内容

取組の流れ

取組の成果

運送事業者取組主体荷主の集配拠点に自社積卸担当社員を配置 三共貨物自動車：主に精密機器、食品を取り扱うトラック運送事業者

ドライバーが積卸や附帯業務を実施

トラックの非稼動時間が発生

トラック運送事業者の積卸担当社員を配置

トラックが荷を積卸した後すぐに出発でき
実車時間を増やせる

自社（トラック運送事業者）の
積卸担当社員を配置

他社（荷主の）物流拠点

納品メーカー 納品メーカー 納品メーカー 納品メーカー納品メーカー 納品メーカー

・北関東エリアを中心に営業している三共貨物自動車では、取引先（荷主）である食品スーパー
の集配業務を担当しているほか、集配拠点の運営委託も受けるなど信頼関係を構築している。

・荷主企業が新たに集配拠点を整備することを契機に、従来のようにドライバーが積卸をすることで
生まれるトラックの動かない時間を削減する仕組みを検討した。

・荷主企業の新規集配拠点に三共貨物自動車の積卸担当社員７人を常駐させて、自社トラックが
入庫したら担当社員が荷の積卸、附帯業務を実施する方式を取ることにした。

・ドライバーは荷を卸したあとにすぐに出発できるため、トラックの動いていない時間の削減（実車時
間の向上）を実現したほか、ドライバーの負担軽減に繋がっている。

・自社社員の配置に伴い人件費が発生しているほか、取引先企業の集配拠点にスペースを間借り
するための家賃の支払いがあるが、トラックの実車時間を延ばすことができ、全体として効果を上
げられる仕組みとなっている。

■踏み込んだ議論を行える荷主との関係構築
・他社の物流拠点に自社の社員を配置するというのは通常の運送業務委託よりも一方踏み込んだ取組であり、実施に向けては荷主、トラック
運送事業者との間で一定の信頼関係のもと、実現に向けて打ち合わせを重ねる必要がある。

・そのためには、荷主の理解も必要となるが、トラック運送事業者としても、運送業務の着実な実施を通じて発荷主、着荷主との信頼関係を
構築すべきである。

■トラックの実車時間増加の効果を最大化するため多数の荷を集める
・自社の積卸担当社員の配置による人件費等の費用をカバーするためには、より多数の荷を集荷し、増加するトラックの実車時間を有効に活
用する必要がある。

・本事例においては、荷主企業が中小の納品メーカーに対して、利用しているトラック運送事業者の共同納品に参加するように促すなど、貨
物量の確保に取り組んでいる。

●全体最適を前提とした費用対効果の検討
→荷主の集配拠点に自社の社員を配置することは、それだけ考えると人件費が発生するが、トラックの実車時間が延びることによる運送でき
る貨物量の増加によりカバーできる。このような全体最適の中で効果を上げていく、無駄を削減する、という考え方が重要である。

・ ドライバーが積卸や附帯作業を行うことで発生しているトラッ
クの非稼動時間等やドライバーの負担感を把握する。

・ 自社の積卸や附帯作業を担当する社員を配置した場合に必
要な人件費やその他費用（家賃等）とトラックの実車時間
の延び等の効果を比較検討する。

・費用対効果が得られる場合には、荷主企業と各種条件を調
整する。

・荷主の物流拠点に自社社員を配置し、トラックの実車時間の
向上を図る。

自社の積卸担当社員を配置することにより、トラック１台当たりの実車時間を１～１.５時
間程度延長。

荷主企業の集配拠点に、自社の積卸作業を担当する
　　　　　　　　　　　　　社員を配置することで実車率を向上

ドライバーが積卸作業を行う間の、トラックの非稼働時間を削減したい

当

Web予約システムの
導入

入庫時検品の廃止

納品伝票と受領印の
電子化

「e-伝票」の他社への
拡大

事
例
紹
介　

①
実
車
率
（
時
間
当
た
り
）
の
向
上

事例②
取組の背景 スキーム

主な課題と対策

類似の取組を進めるポイント

取組の内容

取組の流れ

取組の成果

運送事業者取組主体IT 活用による荷待ち時間の削減 大塚倉庫：倉庫業、トラック運送事業を主とする物流事業者　

・卸売センターで発生している納品時の待機時間について改善要望が出ていたが、抜本的な解決
手段がなく、入庫の際、到着から翌日の荷卸し開始までドライバーを１０時間近く待機させる状況
もあった。この荷待ち時間の解消が実車率の向上の課題となっていた。

・ ITを活用して、トラックドライバーの無駄な待機時間と入庫作業時間を削減し、実車率を上げるた
めに、①Web予約システムの導入、②入庫時検品の廃止、③納品伝票と受領印の電子化を行っ
た。「e-伝票」とは、医薬品卸を対象とした入庫時検品の廃止に向けて、社内で活用している
ID運輸※の納品伝票と受領印の電子化の仕組みに、数量の過不足と商品破損が確認できる「写
真付き電子受領書」を付与し、データで送信するものである。
※「ID運輸」とは、配車機能、トラックの動態管理機能、ドライバーのナビゲーション機能の３点
をシステム化した仕組み。個々のトラックにスマートフォンを常設し、ドライバーが利用する。

■経営トップは、業界全体を俯瞰した課題意識をもつこと
・自社の物流改善だけではなく、物流業界の全体最適化に貢献できる改善とは何かを常に意識する。

■トラックドライバーが予約システムを導入することへの理解の促進
・個々のトラックにスマートフォンを常設し、ドライバーが主体となって、入庫したい時間を入庫日の前に予約できる仕組みを作る。

■卸売り事業者の入庫時検品を廃止することに対する代替案の提案
・発着荷主の間において、入庫後の商品情報を電子データで、いつでも確認できるようにする。

●相互の互換性の確保に留意すること
→配車機能、トラックの動態管理機能、ドライバーのナビゲーション機能の 3 点をシステム化した仕組みを構築するとともに、相互の互換性
をもたせて、他の3PL 企業やメーカーとの技術共有を進めることで、取組の推進、拡大を図ることが可能になる。

・ ドライバーが入庫したい時間を着日の前日に予約ができる仕
組みを、ID運輸にWeb予約システムとして即時導入。

・入庫受付の順番制を廃止、入庫作業量（１時間当たり４台）
に合わせ予約。

・社内間の物流について、出庫側と入庫側での商品の受け
渡しにおいて、入庫側での入庫時検品を廃止。

・ 社内物流では、出庫側（徳島工場）で商品の出庫情報を
入力すれば、入庫側（西日本ロジ）へ事前にその商品情報
が送られる仕組みになっているため、納品伝票・受領印を電
子化。

・医薬品卸を対象とした入庫時検品の廃止に向けて、取引シ
ステムにおいて品目、数量、ロット番号の情報連携が既にな
されている状況を活用し、納品後に数量の過不足、商品破
損の状況が確認できる仕組みとしての「e-伝票」を付加。

西日本ロジでの入構～出構までの所要時間を平均約３時間から約１時間へ大幅に短縮
大手医薬品卸売りA社におけるテスト運用時の効果は以下のとおりである。
・ A 社 :トラック1台当たりの平均滞留時間が４８.８分から約１５分に低減。検品（平均９２アイテ
ム／日≒3,000ケース超）にかかる工数の省略。荷卸し時間削減および荷受作業人数の削減。

・配送パートナー: A社東京センター様への納品について、車両回転数がこれまでの約２回転→３
回転に向上し、車両の台数を削減。紙伝票のやり取りに関するコストの削減などの附帯業務削
減も期待。

・自社 : 紙媒体による送付や受領、管理の負担の削減。また、ドライバーの拘束時間を削減し、
車両回転率・実車率を向上。

「Web予約システム」および「e-伝票」の導入

自社の医薬品専用センター「西日本ロジスティクスセンター」
（以下 :「西日本ロジ」）における出来事

国
交
省 トラック運送における生産性向上への取り組み
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ヤ
マ
ラ
ク
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で
は
︑
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レ
ー
ラ
輸
送
が
全
体
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会
社
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ク
ロ
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て
の
生
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な
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を
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て
い
る
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同
社
で
は
11
月
に
入
る
と
︑

﹁
冬
期
に
お
け
る
事
故
防
止

対
策
﹂
が
始
ま
る
︒
厳
冬
期

に
は
︑
路
面
の
凍
結
や
吹
雪

な
ど
に
よ
っ
て
厳
し
い
走
行

環
境
と
な
る
こ
と
か
ら
︑﹁
運

行
管
理
面
﹂
と
﹁
車
両
管
理

面
﹂
の
両
面
に
お
い
て
輸
送

の
安
全
確
保
に
向
け
た
対
策

が
行
わ
れ
る
︒
こ
こ
で
は
︑

同
社
に
お
け
る
事
故
防
止
対

策
に
つ
い
て
︑
運
行
管
理
面

と
車
両
管
理
面
か
ら
見
て
い

く
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と
に
す
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
運
行
管
理

面
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
こ
れ

ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
雪
道
を
走

行
し
た
こ
と
が
な
い
﹁
冬
期

初
任
運
転
者
﹂
へ
の
教
育
で

あ
る
︒

　

雪
が
降
る
冬
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
と
っ
て
年
末

の
繁
忙
期
に
も
当
た
る
︒
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
ま
だ
仕

事
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
︑

多
く
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
焦

っ
て
し
ま
い
︑
雪
の
日
に
ト
ラ

ッ
ク
を
運
転
す
る
時
も
乾
燥

路
面
を
走
行
す
る
時
と
同
じ

よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
︒
し
か

し
︑
そ
う
し
た
運
転
操
作
と

心
の
焦
り
が
︑
雪
道
で
の
事

故
を
誘
発
す
る
︒

　
﹁
冬
の
道
路
を
走
行
す
る

際
は
︑
ま
ず
路
面
状
況
に
ふ

さ
わ
し
い
安
全
速
度
で
走
行

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事

で
す
︒
ま
た
雪
道
で
は
ス
ピ

ー
ド
を
抑
え
る
な
ど
︑
い
つ

も
以
上
に
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重
な
運
転
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂

（
新
野
好
男
代
表
取
締
役
専

務
）

　

同
社
に
お
け
る
﹁
冬
期
走

行
教
育
﹂
で
は
︑
雪
道
走
行

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
熟
知
し
た
ベ

テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
乗

し
︑
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た

め
の
雪
道
走
行
の
技
術
を
伝

え
る
と
と
も
に
︑﹁
焦
ら
ず
︑

雪
道
に
適
し
た
安
全
速
度
で

運
転
す
る
﹂
こ
と
の
重
要
性

を
︑
冬
期
初
任
運
転
者
に
教

え
て
い
る
︒

　
﹁
冬
は
︑
他
の
季
節
に
比
べ

て
作
業
時
間
が
長
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
除

雪
作
業
や
事
故
な
ど
に
よ
っ

て
︑
道
路
が
渋
滞
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

こ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た

遅
延
が
積
み
重
な
る
と
︑
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
は
﹃
早
く
し

な
け
れ
ば
﹄と
焦
り
を
感
じ
︑

遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
し

て
︑
他
の
車
両
が
い
な
い
道

で
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ピ
ー
ド
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ま

う
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も
あ
り
ま
す
︒
こ
う

し
た
こ
と
か
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生
す
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事
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ぐ
た
め
に
︑
運
行
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理
者
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冬
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通
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・
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象
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を
十
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し
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︑
余
裕
の
あ
る
運

　

こ
こ
か
ら
は
︑
車
両
管
理

面
か
ら
の
冬
期
に
お
け
る
事

故
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止
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に
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き
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い
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11
月
に
な
る
と
︑
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
な
ど
車
両
整
備
品

の
一
斉
点
検
を
行
う
と
と
も

に
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チ
ェ
ー
ン
の
装
着
方
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全
ド
ラ
イ
バ
ー
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ベ
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バ
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導
を
受
け
る
︒

　

同
社
の
ト
ラ
ク
タ
・
ト
レ

ー
ラ
で
は
︑
軽
量
の
﹁
亀
甲

型
チ
ェ
ー
ン
﹂
を
使
用
し
て

い
る
︒

　

亀
甲
型
チ
ェ
ー
ン
の
特
徴

は
︑
ま
ず
﹁
は
し
ご
型
の
金

属
チ
ェ
ー
ン
に
比
べ
て
脱
着

が
簡
単
で
あ
る
﹂
と
い
う
こ

と
で
あ
る
︒

　

チ
ェ
ー
ン
の
脱
着
が
面
倒

だ
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
﹁
も

う
少
し
先
に
行
っ
て
︑
本
格

的
に
路
面
状
況
が
悪
く
な
っ

行
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
運
行
計
画
策
定
に

関
し
て
は
︑﹁
冬
期
は
長
時

間
運
行
に
な
り
や
す
い
こ
と

か
ら
︑
過
労
運
転
を
防
ぐ
た

め
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤
務

状
況
や
疲
労
の
程
度
を
適
切

に
把
握
し
た
乗
務
割
り
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
﹂

と
新
野
専
務
は
指
摘
す
る
︒

特
に
天
候
次
第
で
長
時
間
運

行
に
な
り
や
す
い
冬
期
に
︑

過
労
な
ど
で
安
全
な
運
行
が

で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
︑
そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

乗
務
さ
せ
ず
に
代
わ
り
の
ド

ラ
イ
バ
ー
を
乗
務
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
︒

　

降
雪
へ
の
対
応
を
適
切
に

行
い
︑
雪
道
で
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
︑
気
象
・
降
雪

情
報
や
道
路
情
報
の
収
集
体

て
か
ら
チ
ェ
ー
ン
を
付
け
て

も
大
丈
夫
だ
ろ
う
﹂
と
考
え

が
ち
で
︑
例
え
ば
登
坂
車
線

に
差
し
か
か
っ
て
路
面
状
況

　

例
年
同
社
で
は
︑
10
月
末

か
ら
11
月
初
め
に
か
け
て
冬

用
タ
イ
ヤ
を
仕
入
れ
て
い
る
︒

同
社
で
は
担
当
車
制
を
採
っ

て
お
り
︑
１
人
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
同
じ
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務

し
︑
さ
ら
に
自
分
の
担
当
す

る
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
交
換

も
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
行
う

よ
う
に
し
て
い
る
︒
そ
の
た

め
︑
夏
用
タ
イ
ヤ
か
ら
冬
用

タ
イ
ヤ
へ
の
履
き
替
え
も
ド

が
み
る
み
る
悪
化
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
が
坂
を
上
り
き
れ
ず
に

慌
て
て
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す

る
よ
う
な
他
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
も
み
ら
れ
る
と
い
う
︒
同

社
で
は
︑
山
間
部
に
差
し
か

か
る
前
に
︑
峠
な
ど
の
路
面

状
況
を
予
見
し
て
早
め
に
チ

ェ
ー
ン
の
装
着
を
行
う
﹁
さ

き
が
け
装
着
﹂
を
励
行
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
亀
甲
型
チ
ェ
ー
ン

で
は
前
後
方
向
・
横
方
向
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
グ

リ
ッ
プ
性
能
が
発
揮
さ
れ
る

た
め
︑
は
し
ご
型
チ
ェ
ー
ン

に
比
べ
て
雪
道
で
の
走
破
性

能
が
高
い
と
い
う
特
長
も
あ

る
（
図
）︒

　

ト
ラ
ク
タ
・
ト
レ
ー
ラ
の

場
合
は
︑
全
て
の
駆
動
軸
輪

と
ト
レ
ー
ラ
の
最
後
部
に
チ

ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
が
︑
一

般
的
に
は
シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ

用
チ
ェ
ー
ン
を
巻
く
こ
と
が

多
い
︒
た
だ
︑
突
然
の
大
雪

や
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
と
︑

シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ
用
チ
ェ
ー
ン

で
は
脱
出
不
能
に
な
る
場
合

が
あ
る
た
め
︑
同
社
で
は
シ

ン
グ
ル
タ
イ
ヤ
用
チ
ェ
ー
ン

を
二
重
に
巻
く
場
合
も
あ
る
︒

ラ
イ
バ
ー
が
行
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の
省
力

化
を
図
る
た
め
︑﹁
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ン
ジ
ャ
ー
﹂
と
﹁
タ
イ
ヤ
ゲ

ー
ト
﹂
を
導
入
し
て
い
る
︒

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
を
導
入

し
た
こ
と
で
︑
簡
単
に
タ
イ

ヤ
の
履
き
替
え
作
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
︒
た
だ
︑
タ
イ
ヤ
交
換
後

は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
タ
イ
ヤ

に
空
気
を
入
れ
る
が
︑
高
圧

な
空
気
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
作
業
中
の
思
わ
ぬ
事
故
に

も
繋
が
り
か
ね
な
い
︒
そ
の

た
め
︑
タ
イ
ヤ
に
空
気
を
入

れ
る
際
に
は
︑
タ
イ
ヤ
を
タ

イ
ヤ
ゲ
ー
ト
の
中
に
入
れ
て

か
ら
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
︑

1
本
ず
つ
２
本
タ
イ
ヤ
を
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
︑
各

ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
時
に
作
業

を
行
え
る
よ
う
に
し
た
︒

　

な
お
︑
タ
イ
ヤ
交
換
の
際

に
は
︑
脱
輪
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
︑
デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー

ル
の
亀
裂
や
ホ
イ
ー
ル
・
ボ

　

最
後
に
︑
雪
道
を
走
行
す

る
予
定
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
︑
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
い
た
︒

　
﹁
雪
道
を
走
行
す
る
際
に

は
︑
天
候
に
関
す
る
情
報
や

道
路
情
報
を
し
っ
か
り
と
入

手
し
︑
装
備
を
し
っ
か
り
と

整
え
た
上
で
の
走
行
を
お
願

い
し
た
い
で
す
︒
特
に
︑
冬

の
東
北
地
方
を
走
行
さ
れ
る

場
合
に
は
︑
必
ず
チ
ェ
ー
ン

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
︒
雪

国
の
地
域
交
通
と
物
流
を
守

る
た
め
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
十
分

な
雪
へ
の
準
備
を
お
願
い
し

た
い
で
す
﹂（
同
）

ル
ト
の
損
傷
な
ど
を
し
っ
か

り
確
認
す
る
と
と
も
に
︑
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
を
既
定
の

ト
ル
ク
で
締
め
付
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
︒こ
の
よ
う
な
︑

冬
を
迎
え
る
た
め
の
一
つ
ひ
と

つ
の
作
業
を
︑
同
社
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

（
取
材
協
力
）
ヤ
マ
ラ
ク
運

輸
㈱　

新
野
好
男
代
表
取
締

役
専
務

制
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
︑
そ

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
連
絡

方
法
を
周
知
さ
せ
︑
天
候
異

常
時
に
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
適
切
な
対
応
を
取
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
︒

　

同
社
は
関
東
へ
の
輸
送
を

主
体
に
し
て
い
る
一
方
︑
東

日
本
大
震
災
の
復
興
資
材
の

輸
送
に
も
携
わ
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
宮
城
県
石
巻
市
へ

新野 好男
代表取締役専務

雪道を実際に走行するドライバーからの情報を他のドライバーにも展開するなど、雪
への万全な対策を行う同社

慣
れ
な
い
運
転
操
作
と
焦
り
が
事
故
を
誘
発

降
雪
時
に
は
余
裕
あ
る
運
行
計
画
策
定
を

気
象
情
報
・
交
通
情
報
を
小
ま
め
に
確
認

携
帯
電
話
な
ど
で
全
ド
ラ
イ
バ
ー
に
情
報
共
有

雪
道
の
走
破
性
能
が
高
い
「
亀
甲
型
チ
ェ
ー
ン
」

「
さ
き
が
け
装
着
」
で
突
然
の
大
雪
に
も
対
応

各
ド
ラ
イ
バ
ー
が
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
を
実
施

点
検
・
整
備
の
徹
底
で
運
行
中
の
不
具
合
を
防
止

雪
道
を
走
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
構
え
が

雪
国
の
地
域
交
通
と
物
流
を
守
る

の
定
期
的
な
輸
送
が
あ
る
と

い
う
︒
同
社
か
ら
石
巻
に
向

か
お
う
と
す
る
と
︑
一
度
山

形
県
天
童
市
に
出
て
︑
国
道

48
号
経
由
で
宮
城
県
側
に
抜

け
る
の
だ
が
︑
奥
羽
山
脈
に

あ
る
関
山
峠
を
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
ず
︑
冬
は
事
故
に
よ

る
通
行
止
め
が
少
な
く
な
い

そ
う
だ
︒

　

同
社
で
は
︑
峠
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
の
映
像
を
見
て
道
路
状
況

を
確
認
し
︑
点
呼
時
な
ど
に

ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
天
候

や
路
面
の
状
況
は
刻
々
と
変

わ
る
た
め
︑
携
帯
電
話
で
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
事
務
所
に
情

報
を
も
ら
い
︑
そ
の
情
報
を

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
展
開
し

て
い
く
な
ど
の
対
応
も
行
っ

て
い
る
︒

はしご型 亀甲型

▶「はしご型チェーン」と「亀甲型チェーン」について
　金属チェーンには、はしご型（図左）と亀甲型（図右）と、
その中間的な形状をした商品も多く発売されています。一般的
な傾向として、図の右側のような形状ほど雪道での走破性が
高いと言われています。

（出典：JAFサイト「クルマ何でも質問箱」）

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
を
使
い
タ
イ
ヤ
の
履
き
替
え
作
業
を
行
う
（
写

真
㊨
）。
タ
イ
ヤ
ゲ
ー
ト
は
タ
イ
ヤ
を
２
本
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、

空
気
入
れ
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
た
（
写
真
㊦
）

　
近
年
︑
予
想
を
超
え
る
大
雪
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
で
︑
幹
線
道
路
の
通
行
止

め
や
車
の
立
ち
往
生
な
ど
が
各
所
で
発

生
し
て
い
る
︒
た
と
え
平
野
部
で
は
降

雪
し
て
い
な
く
て
も
︑
山
間
部
の
峠
道

な
ど
で
は
積
雪
し
て
い
る
こ
と
も
多
い

た
め
︑
予
期
せ
ぬ
降
雪
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
︑
雪
へ
の
適
切
な
対
策
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
︒

　
そ
こ
で
︑
今
回
は
︑
降
雪
量
の
多
い

山
形
県
白
鷹
町
に
本
社
を
構
え
る
ヤ
マ

ラ
ク
運
輸
㈱
（
原
田
陽
一
代
表
取
締
役

社
長
）
を
訪
ね
︑
降
雪
に
備
え
た
安
全

対
策
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
︒

《スノーシーズン間近》冬期における安全運行特集

「雪道での事故ゼロ」目指して
年
末
繁
忙
期
の
雪
道
運
転
に
十
分
な
注
意
を

「
運
行
管
理
」
と
「
車
両
管
理
」
の
徹
底
で
冬
の
事
故
を
防
ぐ

〈
山
形
県
白
鷹
町
　
ヤ
マ
ラ
ク
運
輸
株
式
会
社
〉

会社名 ヤマラク運輸㈱
代表者 原田陽一 代表取締役社長
本社 山形県西置賜郡白鷹町大字十王 3221
資本金 3,500 万円
従業員数 58 人（うちドライバー 53 人）
車両台数 48 台

会社概要
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プロトラックドライバーに求められる知識の集大成

トラック協会、日貨協連傘下会員

     送料は日貨協連ホームページでご確認ください 。

ー指導・監督指針の内容（12項目）を網羅ー
①トラックドライバーの心構え
②トラック運送事業と関係法令
③ドライバーの日常業務
④過労運転の防止と緊急時の対応
⑤トラックの構造と特性に合わせた運転

⑥トラクタとトレーラの構造と特性に合わせた運転
⑦貨物の正しい積載方法と労働災害の防止
⑧危険物を輸送する場合に留意すべき事項
⑨危険の予測及び回避
⑩安全運転のための心身の健康管理　　　　　　

事業用トラックドライバー研修テキスト（全10分冊）
　準中型免許の新設に伴い、ドライバー教育の充実・強化を目的と
して、「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行
う指導及び監督の指針」（平成13年国土交通省告示 1366 号）の
一部が改正されました。
 　この改正により、「事業用自動車を運転する場合の心構え」など
の 12 項目の指導内容について、初任運転者への 15 時間以上の教
育実施が義務付けされたほか、全ての事業用トラックドライバーに
ついても、継続的かつ計画的に指導・監督を行うことが求められて
います。
　この「事業用トラックドライバー研修テキスト」は、新たな指導・
監督指針に準拠し、トラック運送事業者が適切に対応できるよう、

（公社）全日本トラック協会によって制作されました。

お問合せは 
日貨協連テキスト販売係まで

Tel:０３－３３５５－２０３１
Fax:０３－３３５５－２０３７

定価

全 10 分冊 

税　別
送料別

会員
価格

8,000

5,000円

円

税　別
送料別

A4判ケース付き

ホームページアドレス    http://www.nikka-net.or.jp

全トラックドライバー必読 !
運行管理者も必携 !

〒 1 6 0 - 0 0 0 4   東 京 都 新 宿 区 四 谷 3 丁 目 2 番 5  ( 全 日 本 ト ラ ッ ク 総 合 会 館 9 階 )

プロトラックドライバーに求められる知識の集大成

　全 10 分冊

全ト協制作

国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第９回］

枯れ葉を見て思うこと様々…

118「
滋
味
の
ふ
る
さ
と
⑥
」 

能
登
の
魚
醤｢
い
し
り｣

　

和
食
の
ベ
ー
ス
味
に
な
っ

て
い
る
の
は
醤
油
︑
味
噌
な

ど
の
発
酵
調
味
料
だ
が
︑
も

う
ひ
と
つ
︑
魚
類
と
塩
を
発

酵
さ
せ
た
う
ま
味
の
結
晶
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
︒
そ
れ

が
魚
醤
︒
タ
イ
の
ナ
ン
プ
ラ

ー
︑
ベ
ト
ナ
ム
の
ニ
ョ
ク
マ
ム

は
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
で
お
馴

染
み
だ
ろ
う
が
︑
能
登
半
島

に
は
い
か
の
わ
た
を
発
酵
さ

せ
た｢

い
し
り｣

が
あ
る
︒

　

い
か
の
わ
た
は
︑
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
を
は
じ
め
と
し
て
う

ま
味
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
を
多

種
含
ん
で
い
る
︒
そ
れ
を
熟

成
さ
せ
て
風
味
を
高
め
︑
か

つ
混
然
一
体
に
ま
と
め
た
の

が
い
し
り
な
の
で
あ
る
︒

　

能
登
半
島
の
内
浦
側
︑
つ

ま
り
国
道
２
４
９
号
沿
い
な

ら
︑
い
し
り
の
貝
焼
き
が
郷

仕
込
む
も
の
だ
っ
た
︒
そ
の

習
慣
を
今
も
守
っ
て
い
る
の

は
能
登
町
の
民
宿
﹁
ふ
ら
っ

と
﹂︒
い
し
り
専
用
の
仕
込

み
小
屋
が
あ
っ
て
︑
じ
っ
く

り
２
︑
３
年
か
け
て
マ
イ
ル

ド
で
い
て
深
い
味
わ
い
に
仕

込
む
︒

　

自
家
製
い
し
り
を
味
わ
う

に
は
︑
朝
食
が
お
す
す
め
︒

﹁
べ
ん
漬
け
﹂は
︑
大
根
を
い

郷
土
食
メ
ニ
ュ
ー
︒
一
口
に
い

え
ば
焼
き
お
に
ぎ
り
の
串
刺

し
だ
が
︑
い
し
り
味
の
炊
き

込
み
ご
飯
を
用
い
る
の
で
︑

焼
く
に
つ
れ
て
自
家
製
い
し

り
な
ら
で
は
の
芳
香
が
よ
み

が
え
る
︒

　

ど
ち
ら
も
︑
い
し
り
の
持

ち
味
を
知
り
尽
く
し
て
初
め

て
つ
く
ら
れ
る
美
味
で
あ
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

土
料
理
︒
帆
立
貝
の
殻
を
鍋

代
わ
り
に
し
て
︑
い
し
り
入

り
の
煮
汁
で
い
か
︑
ね
ぎ
︑

大
根
︑
き
の
こ
類
な
ど
を
ぐ

つ
ぐ
つ
煮
た
鍋
料
理
で
あ
る
︒

い
か
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
い
し
り

で
い
か
を
煮
る
せ
い
で
︑両
方

の
う
ま
味
が
溶
け
合
う
し
︑

そ
れ
が
野
菜
に
も
染
み
て
︑

複
雑
な
風
味
に
な
る
の
だ
︒

　

い
し
り
は
元
来
︑
家
庭
で

し
り
に
漬
け
た
漬
け
物
で
︑

あ
ぶ
っ
て
食
べ
る
の
が
特
徴
︒

温
ま
る
と
香
り
が
立
っ
て
き

て
︑
た
く
あ
ん
漬
け
の
よ
う

な
歯
応
え
と
︑
い
し
り
の
コ

ク
が
い
っ
ぺ
ん
に
味
わ
え
る
︒

　

お
は
ぎ
の
よ
う
に
半
殺
し

に
し
た
ご
飯
を
小
判
形
に
ま

と
め
て
串
に
刺
し
た﹁
海か

い

べ餅
﹂

は
︑
女
主
人
・
船
下
智
香
子

さ
ん
の
母
上
が
考
案
し
た
新

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜点検整備編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（自動車点検基準別表第一）タイ
ヤの空気圧の点検については、1日1回、
運行前に行わなければならない。 

❷ ○（自動車点検基準別表第一）ブ
レーキペダルの踏みしろやブレーキの
ききの点検については、1日1回、運行
前に行わなければならない。

❸ ×（自動車点検基準別表第一）ディ
スク・ホイールの取付状態の点検が義
務づけられているのは、車両総重量8
トン以上又は乗車定員30人以上の自動

車である。

❹ ○（自動車点検基準別表第一・教
則第4章第3節自動車の点検 1）ディス
ク・ホイールの取付状態については、ホ
イール・ナットの緩みなどがないかを点
検ハンマなどを使用して点検する。

❺ ○（車両法第48条第1号）自動車運送
事業の用に供する自動車については、3
か月ごとに定期点検整備をしなければ
ならない。

収
集
し
︑
降
雪
や
積
雪
が

予
想
さ
れ
る
時
は
︑
車
両

点
検
時
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
や
携
行
品
な
ど
も
し
っ

か
り
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
（
図
）︒

２
走
行
時
の
注
意

・ 

降
雪
地
域
を
運
行
す
る
時

は
︑
交
通
規
制
や
事
故
な

ど
に
よ
り
渋
滞
が
予
測
さ

れ
ま
す
か
ら
︑
早
め
の
給

油
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

・ 

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な

ど
の
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
て
い
て
も
︑
過
信
は
禁

物
で
す
︒
雪
道
は
滑
る
道

で
す
か
ら
︑
速
度
を
落
と

す
と
と
も
に
車
間
距
離
も

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
︒

・ 

交
差
点
に
接
近
す
る
時
は

信
号
を
よ
く
確
認
し
︑
赤

信
号
や
黄
信
号
の
場
合
は

早
め
に
減
速
し
て
︑
交
差

点
手
前
で
余
裕
を
も
っ
て

停
止
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
︒

・ 

地
吹
雪
で
前
方
が
見
え
な

い
時
は
決
し
て
無
理
を
せ

ず
︑
す
ぐ
に
安
全
な
場
所

に
避
難
し
て
様
子
を
み
ま

し
ょ
う
︒

・ 

雪
が
な
い
場
合
で
も
路
面

が
凍
結
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒
特
に
早
朝
の

時
間
帯
や
︑
橋
の
上
や
ト

ン
ネ
ル
の
出
入
口
な
ど
凍

結
し
や
す
い
場
所
で
は
減

速
し
ま
し
ょ
う
︒

・ 

雪
道
の
カ
ー
ブ
や
下
り
坂

は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
の

で
︑
速
度
に
注
意
し
て
慎

重
な
運
転
操
作
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
︒

・ 

雪
道
で
は
歩
行
者
や
自
転

車
も
ス
リ
ッ
プ
し
て
転
倒

す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
︒
側
方
を
通
過
す
る
時

は
︑
速
度
を
落
と
し
側
方

間
隔
を
十
分
に
と
り
ま
し

ょ
う
︒

・ 

チ
ェ
ー
ン
装
着
の
指
示
が

出
さ
れ
た
場
合
な
ど
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着
が
必
要

に
な
っ
た
時
は
︑
早
め
に

装
着
し
ま
し
ょ
う
︒

　

大
雪
に
よ
る
交
通
事
故
や
ス
リ
ッ
プ
、
立
ち
往
生
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
、
周
辺
道
路
の
大
渋
滞
を
招
き
、

迂
回
路
の
な
い
地
域
で
は
大
混
乱
を
来
し
ま
す
。
降
雪

地
域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
雪
道
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
冬
に
向
け

て
、
降
雪
時
・
積
雪
時
に
お
け
る
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
出
発
前
の
準
備

・ 

出
発
前
に
は
︑
運
行
地
域

の
気
象
や
道
路
の
情
報
を

図　降雪地域走行時の必需品

■
新
名
神
高
速
に
も

雪
の
影
響
が
あ
る

　

関
个
原
を
通
行
す
る
名
神

高
速
道
路
で
は
︑
冬
に
は
雪

の
影
響
が
見
込
ま
れ
る
た

め
︑
名
神
高
速
を
通
行
す
る

際
に
は
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着

・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒

　

一
方
︑
名
神
高
速
よ
り
も

南
側
を
通
る
新
名
神
高
速
道

路
の
場
合
︑
関
西
以
西
の
雪

の
少
な
い
地
域
や
伊
勢
湾
方

面
の
暖
か
い
イ
メ
ー
ジ
の
地

域
を
通
る
こ
と
か
ら
︑﹁
新

名
神
高
速
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
﹂
と
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着

・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

を
怠
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

し
か
し
︑
特
に
新
名
神
高

速
の
亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
甲
賀
土

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
間
で
は
︑
日
本
海
側
の

若
狭
湾
か
ら
長
時
間
雪
雲
が

流
れ
込
む
こ
と
が
多
く
︑
関

个
原
と
同
じ
よ
う
に
大
雪
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
た
め
︑
新
名
神
高
速

を
通
行
す
る
場
合
で
も
︑
冬

用
タ
イ
ヤ
の
装
着
・
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
の
携
行
は
必
須
と

な
り
ま
す
︒

■
新
名
神
高
速
は
山
岳
道
路

雪
道
へ
の
備
え
を
万
全
に

　

新
名
神
高
速
は
山
岳
部
を

通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
気

温
が
東
名
高
速
道
路
や
東
名

阪
自
動
車
道
よ
り
も
か
な
り

低
く
な
り
ま
す
︒
ま
た
︑
道

路
の
勾
配
も
き
つ
い
た
め
︑

冬
期
の
走
行
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
︒

　

特
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
等
の
大

型
車
両
が
ス
リ
ッ
プ
や
事
故

で
車
線
を
塞
い
で
し
ま
う
と
︑

通
行
止
め
と
な
る
可
能
性
が

大
き
く
な
り
ま
す
︒

　

新
名
神
高
速
で
は
︑
過
去

に
も
冬
用
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
て
い
な

い
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
車

が
積
雪
で
走
行
不
能
と
な

り
︑
通
行
止
め
と
な
る
よ
う

な
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
︒

新
名
神
高
速
を
通
行
す
る
際

に
は
︑
事
前
に
降
雪
情
報
を

確
認
し
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装

着
・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携

行
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

新
名
神
高
速
道
路
︹
亀
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
～
草
津

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
︺
で
は
、
平
成
27
年
・
28
年
に
雪
の
影
響
で
３
回
の
通
行

止
め
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

を
装
着
し
て
い
な
い
ト
ラ
ッ
ク
等
の
大
型
車
が
、
ス
リ
ッ
プ
な
ど
に
よ

り
車
線
を
塞
い
だ
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
を
走
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
に
冬

用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
携
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

降
雪
時
・
積
雪
時
に
お
け
る

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

（
出
典
：
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
「
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
）

《スノーシーズン間近》
冬期における安全運行特集

新
名
神
高
速
走
行
時
に
は

冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
・
チ
ェ
ー
ン
携
行
を
！

ＮＥＸＣＯ中日本
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▼
﹁
間
も
な

く
当
便
は
羽

田
空
港
を
離

陸
し
ま
す
﹂

の
機
内
放

送
︒
続
い
て
︑﹁
お
客
様
の
中
で
︑
11
番

ゲ
ー
ト
付
近
に
入
れ
歯
を
お
忘
れ
に
な

っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
﹂︒
こ
れ
に
は
機

内
に
爆
笑
が
起
こ
り
ま
し
た
︒
そ
し

て
︑﹁
該
当
す
る
お
客
様
が
い
な
い
場

合
︑
入
れ
歯
は
拾
得
物
と
な
り
羽
田
空

港
に
留
め
置
き
ま
す
﹂
の
追
い
討
ち
を

か
け
る
第
２
弾
の
機
内
放
送
︒﹁
そ
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
﹂と
思
い
つ
つ
︑

旅
行
か
仕
事
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
﹁
入

れ
歯
が
な
い
と
困
る
の
で
は
﹂
と
︑
い

ら
ぬ
心
配
を
し
ま
し
た
︒
す
る
と
︑
通

路
側
に
座
っ
て
い
た
私
の
横
を
︑
し
ず

し
ず
と
前
方
に
向
か
う
70
代
と
お
ぼ
し

き
男
性
の
姿
︒
心
な
し
か
焦
る
気
持
ち

を
抑
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
︒
乗

客
が
一
斉
に
そ
の
男
性
を
注
視
し
た
の

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
大
人

の
歯
は
上
下
合
わ
せ
て
28
本
︒
親
知
ら

ず
が
あ
る
人
は
︑
上
下
合
わ
せ
て
32
本

あ
り
ま
す
が
︑
年
輪
を
重
ね
る
間
に
︑

歯
周
病
や
む
し
歯
な
ど
で
本
数
を
減
ら

し
て
い
き
ま
す
︒
▼
厚
生
労
働
省
が
提

唱
す
る
﹁
８
０
２
０
運
動
﹂
は
80
歳
で

20
本
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う
も
の
で
す

が
︑
こ
れ
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
す
︒
歯

は
︑
40
代
か
ら
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
く

と
の
こ
と
で
︑
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
が
必
須

で
す
︒
と
は
言
え
︑
歯
が
大
事
な
の
は

重
々
知
り
つ
つ
手
入
れ
を
怠
り
︑
気
が

付
い
た
ら
悲
し
い
現
状
に
狼
狽
え
る
ば

か
り
で
す
︒
▼
歯
が
元
気
で
い
ら
れ
る

の
は
︑
名
医
と
呼
ば
れ
る
歯
科
医
と
の

出
会
い
も
多
分
に
あ
る
で
し
ょ
う
︒
学

生
の
頃
に
通
っ
た
最
初
の
歯
科
医
は
︑

と
に
か
く
﹁
こ
の
歯
は
抜
歯
し
ま
し
ょ

う
﹂
の
一
点
張
り
で
し
た
︒
歯
科
医
の

指
示
に
従
っ
た
ば
か
り
に
︑
結
果
と
し

て
抜
く
必
要
の
な
い
歯
を
失
い
ま
し

た
︒
▼
社
会
人
に
な
り
︑
出
会
っ
た
歯

科
医
は
︑
当
時
の
技
術
を
駆
使
し
て
と

に
か
く
﹁
抜
か
な
い
﹂
が
持
論
で
し
た
︒

こ
の
歯
科
医
は
︑
自
宅
の
火
事
に
よ

り
︑
幼
き
子
供
２
人
と
猛
炎
に
包
ま
れ

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
︒
先
生
が
存

命
時
に
︑
新
宿
で
乾
杯
し
た
際
に
﹁
子

供
の
名
前
は
岳
（
が
く
）
と
草
（
そ
う
）

に
し
た
︒
将
来
は
こ
の
子
達
と
一
緒
に

山
に
登
り
た
い
﹂
と
熱
く
語
っ
て
い
た

の
が
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
︒
▼
教
会
で
執
り
行
わ
れ
た
葬
儀
で

は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
︒
人
を
包
み
込
む
優
し
さ
に

溢
れ
た
先
生
が
存
命
な
ら
79
歳
に
な
っ

て
い
ま
す
︒
そ
の
後
は
︑
新
宿
の
高
層

ビ
ル
内
の
歯
科
医
に
通
い
︑
そ
し
て
私

に
と
っ
て
最
高
の
虎
ノ
門
の
歯
科
医
に

運
命
的
に
出
会
う
の
で
す
︒
先
生
は
︑

﹁
歯
が
無
く
と
も
歯
根
が
あ
る
﹂
と
︑

最
後
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い
の
が
信
条

で
し
た
︒
そ
の
歯
科
医
も
諸
事
情
の
た

め
故
郷
の
宮
崎
県
に
帰
ら
れ
ま
し
た
︒

▼
現
在
︑
歯
科
医
の
数
は
全
国
で
約
７

万
か
所
︑
コ
ン
ビ
ニ
の
数
は
約
５
万
５

千
店
舗
と
言
わ
れ
て
︑
歯
科
医
の
数
が

圧
倒
的
に
コ
ン
ビ
ニ
の
数
を
上
回
っ
て

い
ま
す
︒
歯
科
の
あ
の
歯
を
削
る
金
属

音
が
嫌
で
し
か
た
な
か
っ
た
時
代
と
比

べ
︑
現
在
の
治
療
は
無
痛
に
近
く
な
り

ま
し
た
︒
歯
を
１
本
で
も
多
く
留
め
た

人
は
︑
残
り
の
人
生
を
豊
か
に
過
ご
せ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
▼
ニ
コ

リ
と
し
た
時
︑
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
と
共
に

の
ぞ
く
白
い
歯
は
︑
こ
れ
以
上
な
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
す
︒
私
は
今
︑
私
に
と
っ

て
最
高
の
歯
科
医
を
探
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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今
回
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で

登
場
し
た
各
メ
ー
カ
ー
の
技
術

は
︑
ま
さ
に
未
来
の
タ
イ
ヤ
と

し
て
︑
非
常
に
希
望
と
期
待
の

も
て
る
も
の
と
感
じ
た
︒
タ
イ

ヤ
自
体
が
路
面
や
気
温
な
ど
を

感
知
し
て
最
適
な
タ
イ
ヤ
に
変

身
し
︑
安
全
や
環
境
へ
の
配
慮

を
行
う
︑ま
さ
に﹁
ス
マ
ー
ト（
賢

い
）
タ
イ
ヤ
﹂︒

　

乗
用
車
と
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
載

せ
る
も
の
が
﹁
人
﹂
と
﹁
貨
物
﹂

と
違
い
は
あ
れ
ど
も
︑
安
全
に

快
適
に
︑
そ
し
て
低
コ
ス
ト
に

移
動
す
る
と
い
う
手
段
と
し
て

共
通
の
ニ
ー
ズ
を
も
っ
て
い
る

だ
ろ
う
︒
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

短
期
間
で
試
す
こ
と
も
可
能
に

な
る
︑
未
来
の
タ
イ
ヤ
製
造
の

姿
も
見
え
て
き
た
︒

　

今
回
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
各

社
の
展
示
は
︑
乗
用
車
︑
ト
ラ

ッ
ク
問
わ
ず
︑

持
て
る
技
術

を
全
て
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
に
対

応
し
︑
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ

て
活
か
し
て

ほ
し
い
と
感

じ
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
︒

第
45
回 

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
７
特
集
・
中
編

　

光
る
部
分
は
タ
イ
ヤ
の

﹁
溝
底
﹂と
側
面
上
部
の﹁
円

周
﹂︒
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ
ル
の
白

い
鉱
石
粒
子
を
埋
め
込
み
︑

ク
ル
マ
の
ラ
イ
ト
を
浴
び
た

時
だ
け
︑﹁
黒
色
か
ら
白
色
﹂

に
変
化
す
る
仕
組
み
だ
︒
昼

間
は
何
の
変
哲
も
な
い
黒
い

タ
イ
ヤ
だ
が
︑
夜
間
に
な
る

と
そ
の
粒
子
の
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
︒
後
続
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
夜
間
︑
ラ
イ
ト
を
照

　

ホ
イ
ー
ル
に
組
む
タ
イ
ヤ

の
接
地
面（
ト
レ
ッ
ド
）を﹁
中

央
﹂︑﹁
両
端
﹂
に
分
け
︑﹁
中

央
﹂
は
夏
用
タ
イ
ヤ
の
パ
タ

ー
ン
に
し
︑﹁
両
端
﹂
は
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
パ
タ
ー

ン
︑
さ
ら
に
ゴ
ム
質
も
氷
点

下
近
く
に
な
っ
て
も
硬
化
し

射
し
た
瞬
間
︑
そ
の
光
る
タ

イ
ヤ
の
﹁
溝
底
﹂
が
す
べ
て

白
い
縦
線
に
な
り
（
写
真
）︑

さ
ら
に
雨
天
走
行
で
は
︑
道

路
の
水
面
に
も
反
射
し
て
ク

ル
マ
の
存
在
が
よ
り
鮮
明
に

な
る
︒

　

夜
間
の
右
左
折
時
は
︑
タ

イ
ヤ
の
側
面
上
部
の
円
周
部

分
が
光
る
こ
と
で
︑
対
向
車

や
横
断
歩
道
の
歩
行
者
に
注

意
を
促
す
こ
と
も
可
能
に
な

る
だ
ろ
う
︒

　
﹃
光
る
タ
イ
ヤ
﹄
の
作
り
方

は
意
外
に
も
単
純
︒
完
成
タ

イ
ヤ
に
白
色
鉱
石
を
吹
き
付

け
る
だ
け
な
の
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
用
タ
イ
ヤ
に
も
応
用
で
き

る
技
術
で
︑
高
度
な
セ
ン
サ

ー
も
必
要
な
い
︒
ロ
ー
コ
ス

ト
で
事
故
を
大
き
く
減
ら
す

タ
イ
ヤ
に
な
る
こ
と
は
容
易

に
想
像
が
つ
く
︒
あ
と
は
︑

自
動
車
製
造
の
ル
ー
ル（
法
）

に
合
致
す
れ
ば
︑
今
す
ぐ
に

で
も
ク
ル
マ
に
装
着
で
き
る

素
材
技
術
だ
ろ
う
︒
実
用
化

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
︒

な
い
も
の
を
配
置
さ
せ
れ
ば
︑

ホ
イ
ー
ル
の
幅
を
調
整
す
る

だ
け
で
︑
ど
ん
な
路
面
で
も

走
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

タ
イ
ヤ
の
空
気
量
も
︑
自
由

自
在
に
増
減
で
き
る
の
で
︑

す
べ
て
の
道
路
条
件
に
適
応

可
能
に
な
る
︒
ま
さ
に
ア
ダ

プ
ト
で
き
る
﹃
コ
ン
チ
・
ア

ダ
プ
ト
﹄
だ
︒
原
理
と
し
て

は
︑ホ
イ
ー
ル
に
発
電
機
（
マ

イ
ク
ロ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
）
を

組
み
込
む
こ
と
で
︑
ホ
イ
ー

ル
幅
や
空
気
圧
調
整
を
ボ
タ

ン
ひ
と
つ
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
︒
ま
さ
に
東
京
モ
ー
タ

ー
シ
ョ
ー
に
相
応
し
い
﹁
夢

の
タ
イ
ヤ
シ
ス
テ
ム
﹂
だ
︒

　

タ
イ
ヤ
の
中
に
磁
気
ベ
ル

ト
を
内
蔵
し
た
上
で
︑
タ
イ

ヤ
の
内
面
に
５
０
０
円
玉
大

ほ
ど
の
﹁
セ
ン
サ
ー
﹂
を
１

個
埋
め
込
め
ば
︑
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
や
温
度
だ
け
で
な

　

２
年
前
の
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
で
は
︑
タ
イ
ヤ
が
回

転
し
な
が
ら
発
電
す
る
﹁
Ｂ

Ｈ
０
３
（
発
電
タ
イ
ヤ
）﹂
が

コ
ン
セ
プ
ト
タ
イ
ヤ
と
し
て

く
︑
溝
深
さ
の
残
量
ま
で
瞬

時
に
分
か
る
の
が
︑﹃
コ
ン
チ

・
セ
ン
サ
ー
﹄（
写
真
）
の

特
徴
だ
︒
ま
た
︑
走
行
中
の

タ
イ
ヤ
接
地
面
に
釘
が
刺
さ

り
︑
釘
の
先
端
が
磁
気
ベ
ル

ト
層
ま
で
達
し
た
時
︑﹁
接

地
面
の
異
常
﹂﹁
パ
ン
ク
の
恐

れ
あ
り
﹂
な
ど
の
警
告
を
発

す
る
能
力
も
兼
ね
備
え
る
︒

お
披
露
目
さ
れ
た
が
︑
今
回

は
球
面
型
タ
イ
ヤ
（
写
真
）︒

　

タ
イ
ヤ
か
ら
発
す
る
磁
気

の
力
で
ク
ル
マ
を
浮
揚
さ
せ

る
︒
し
か
も
路
面
の
釘
を
踏

ん
で
も
︑
自
己
修
復
能
力
で

元
通
り
に
な
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑

こ
の
球
面
型
タ
イ
ヤ
で
あ
れ

ば
︑
３
６
０
度
方
向
に
移
動

で
き
る
わ
け
だ
か
ら

車
庫
入
れ
も
簡
単
に

な
る
︒
ゴ
ム
の
加
硫

法
を
見
つ
け
出
し
た

﹁
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
﹂
を
尊

敬
し
て
︑
そ
の
名
を

社
名
に
入
れ
た
︑
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
メ
ー

カ
ー
の
成
せ
る
ワ
ザ

だ
︒

　
﹁
月
曜
日
の
朝
に
行
う
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
発
案
し
た
タ

イ
ヤ
を
︑
そ
の
週
の
金
曜
日

ま
で
に
試
作
品
と
し
て
完
成

　

夏
用
タ
イ
ヤ
に
使
わ
れ
て

い
る
ゴ
ム
は
︑
寒
さ
で
冷
え

る
と
石
の
よ
う
に
硬
く
な
る

た
め
︑
雪
路
面
や
凍
結
路
で

は
駆
動
で
き
な
い
︒
も
し
も

ト
レ
ッ
ド
の
ゴ
ム
質
が
︑
走

行
す
る
路
面
の
状
態
に
よ
っ

て
自
由
自
在
に
変
化
す
る
こ

と
が
で
き
た
ら
︑
安
全
・
安

　

最
近
︑
タ
イ
ヤ
業
界
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
︑
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
長
期
使

用
だ
︒
タ
イ
ヤ
の
溝
が
十
分

さ
せ
︑
隣
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス

で
実
車
走
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
﹂︒
そ
ん
な
こ
と
を
可

能
に
す
る
︑
将
来
に
向
け
た

技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
す

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︑

﹁
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
50
﹂
を

構
築
し
て
い
く
︒

心
な
ド
ラ
イ
ブ
が
実
現
で
き

る
こ
と
に
な
る
︒
そ
れ
を
目

に
残
っ
て
い
て
も
︑
ゴ
ム
が

劣
化
し
鮮
度
が
失
わ
れ
る

と
︑
ち
ょ
っ
と
し
た
凍
結
路

や
雪
道
で
使
い
物
に
な
ら
な

く
な
る
︒
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
の
使
用
期
限
は
３
年
ぐ

ら
い
し
か
な
い
︒
５
年
目
で

も
溝
深
さ
が
８
分
以
上
残
る

ケ
ー
ス
が
多
く
︑

﹁
こ
の
ま
ま
捨
て

る
の
は
も
っ
た
い
な

い
﹂
と
考
え
︑
さ

ら
に
使
い
続
け
た

結
果
︑
ち
ょ
っ
と
し

た
雪
で
動
け
な
く

な
る
ケ
ー
ス
が
後

を
絶
た
な
い
︒

　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
の
ゴ
ム
が
劣

　

超
極
細
タ
イ
ヤ
﹁
ｏ
ｌ
ｏ

ｇ
ｉ
ｃ
（
オ
ロ
ジ
ッ
ク
）﹂（
写

真
）
は
︑
Ｂ
Ｍ
Ｗ
︱
ｉ
３
電

気
自
動
車
に
装
着
さ
れ
て
い

る
︑
ま
る
で
自
転
車
タ
イ
ヤ

の
よ
う
な
細
さ
が
特

徴
だ
が
︑﹁
狭
幅
・
大

径
＋
高
内
圧
﹂
す
る

こ
と
で
低
燃
費
が
実

現
で
き
る
技
術
コ
ン

セ
プ
ト
だ
︒
タ
イ
ヤ

幅
が
細
い
こ
と
で
︑

正
面
か
ら
受
け
る
空

気
抵
抗
が
低
減
で
き

る
︒
走
行
可
能
距
離
が
短
い

電
気
自
動
車
に
と
っ
て
︑
ま

さ
に
理
想
の
足
に
な
る
︒
電

気
自
動
車
の
普
及
が
さ
ら
に

進
め
ば
︑﹃
第
二
の
タ
イ
ヤ
﹄

と
し
て
︑
目
立
つ
存
在
に
な

る
可
能
性
大
だ
︒

化
し
て
︑
雪
道
で
の
走
行
性

能
が
低
下
す
る
の
は
︑
ゴ
ム

の
中
に
入
っ
て
い
る
﹁
軟
化

剤
﹂
が
徐
々
に
抜
け
て
い
く

こ
と
か
ら
起
こ
る
︒
そ
う
で

あ
れ
ば
︑
そ
の
軟
化
剤
の
保

持
能
力
を
高
め
る
技
術
を
向

上
さ
せ
れ
ば
よ
い
︒
単
純
な

仕
組
み
だ
が
︑
こ
の
ゴ
ム
劣

化
抑
制
技
術
が
向
上
す
れ

ば
︑よ
り﹁
安
全
・
長
持
ち
﹂

に
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
︒

指
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
タ
イ
ヤ

だ
︒

　

例
え
ば
晴
れ
の
日
︑
乾
燥

路
面
を
走
行
し
て
い
る
時

は
︑
高
速
性
能
や
直
進
性
を

上
げ
る
た
め
に
最
適
な
ゴ
ム

質
へ
︒
ま
た
︑
雨
の
日
は
滑

り
や
す
い
の
で
︑
ゴ
ム
質
は

ザ
ラ
ザ
ラ
に
し
て
︑
滑
ら
な

い
よ
う
に
︒
そ
し

て
降
雪
時
期
は
︑

寒
さ
に
対
し
て
強

い
ゴ
ム
質
に
変
化

す
る
︒
温
度
や
路

面
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
ゴ
ム
質

の
タ
イ
ヤ
が
で
き

た
ら
︑
年
中
使
え

る
﹁
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
タ
イ
ヤ
﹂
に

な
る
だ
ろ
う
︒

『
タ
イ
ヤ
の
可
能
性
に

挑
む
開
発
者
た
ち
』

タ
イ
ヤ
の
溝
底
が
ラ
イ
ト
に
反
射

走
行
中
に
ホ
イ
ー
ル
の
横
幅

（
リ
ム
幅
）
が
変
化

タ
イ
ヤ
の
情
報
が
す
べ
て
分
か
る
！

溝
の
な
い
タ
イ
ヤ
が
自
在
に
変
化

５
年
使
っ
て
も
鮮
度
が

変
わ
ら
な
い
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

Ａ
Ｉ
搭
載
の
球
面
型
タ
イ
ヤ

タ
イ
ヤ
の
『
未
来
研
究
所
』
と
は

『
光
る
タ
イ
ヤ
』

『
コ
ン
チ
・
ア
ダ
プ
ト
』

『EAGLE360Urban

』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
50
」

『
コ
ン
チ
・
セ
ン
サ
ー
』

『
水
に
反
応
す
る

ト
レ
ッ
ド
』

『
ゴ
ム
劣
化
抑
制
技
術
』

『
超
極
細
タ
イ
ヤologic

』

　
今
年
の
﹁
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
７
﹂
に
出
展
さ
れ
た
﹃
未
来
の

タ
イ
ヤ
﹄
は
︑
見
た
瞬
間
︑
ハ
っ
と
驚
く
よ
う
な
︑
ひ
ね
り
を
加
え
た
も
の

が
多
か
っ
た
︒﹁
そ
う
来
た
か
！
﹂
と
唸
る
タ
イ
ヤ
開
発
も
あ
り
︑
タ
イ
ヤ
の

可
能
性
に
果
敢
に
挑
む
各
メ
ー
カ
ー
の
姿
勢
を
感
じ
た
︒

　
今
回
の
シ
ョ
ー
で
登
場
し
た
新
た
な
技
術
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
︑
ト
ラ

ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
技
術
へ
の
転
用
・
採
用
の
可
能
性
な
ど
も
み
て
い
き
た
い
︒

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

住
友
ゴ
ム
工
業

住
友
ゴ
ム
工
業

横
浜
ゴ
ム

特別編

『未来のタイヤとは？』まとめ

ス
ト
ロ
ボ
の
光
に
白
く
反
射
し
た
タ

イ
ヤ
溝
（
白
矢
印
）

プロジェクトについて説明するタイヤ設計者ら

「ologic」の内部構造図

よ
り
「
安
全
・
長
持
ち
」
を
目
指
す
タ
イ
ヤ 自

動
運
転
時
代
を
視
野
に
入
れ
た
タ
イ
ヤ
ゴ
ム
質
技
術

ホ
イ
ー
ル
幅
が
変
化
す
る
こ
と
で
接
地
面
が
変
わ
る
様
子
が
分
か
る
展
示

取材中の筆者㊧


